
近
代
日
本
に
お
け
る
民
間
団
体
の
朝
鮮
教
育
事
業
と
支
援
基
盤

京
城
学
堂
の
設
立
と
運
営
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【
要
約
】

京
城
学
堂
は
一
八
九
六
年
四
月
大
日
本
海
外
教
育
会
に
よ
っ
て
朝
鮮
人
子
弟
に
日
本
語
や
朝
鮮
語
で
普
通
学
を
教
え
る
た
め
漢
城
に
開
設
さ
れ
︑

一
〇
余
年
間
運
営
さ
れ
た
﹁
日
語
学
校
﹂
で
あ
っ
た
︒
従
来
︑
政
財
界
人
の
支
援
や
東
亜
同
文
会
の
影
響
に
よ
る
成
功
事
例
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
︒

本
稿
で
は
資
金
調
達
過
程
な
ど
運
営
実
態
を
究
明
し
︑
看
過
さ
れ
て
き
た
小
島
今
朝
次
郎
ら
現
地
運
営
陣
の
活
動
お
よ
び
居
留
官
民
・
日
本
国
内
の
支
援

動
向
を
考
察
し
た
︒
そ
の
結
果
︑
本
部
の
脆
弱
さ
︑
堂
長
や
駐
韓
公
使
の
活
躍
︑
出
資
に
対
す
る
外
務
省
の
消
極
的
な
姿
勢
︑
教
育
体
制
お
よ
び
運
営
陣

の
認
識
変
化
︑
韓
国
政
府
へ
の
献
納
経
緯
が
明
ら
か
に
な
っ
た
︒
学
堂
の
役
割
は
日
本
の
勢
力
維
持
・
韓
国
人
の
懐
柔
・
日
本
文
化
移
植
か
ら
植
民
や
韓

国
経
営
へ
移
り
︑
確
実
に
韓
国
の
植
民
地
化
を
志
向
し
た
︒
し
か
し
民
間
団
体
に
よ
る
海
外
教
育
事
業
に
対
す
る
社
会
的
な
支
援
基
盤
を
築
く
こ
と
は
困

難
で
︑
日
本
政
府
の
支
援
方
針
が
確
立
さ
れ
な
い
な
ど
︑
当
時
日
本
の
帝
国
主
義
の
多
面
性
が
み
ら
れ
る
︒

史
林

一
〇
三
巻
三
号

二
〇
二
〇
年
五
月

は

じ

め

に

朝
鮮
で
は
甲
午
改
革
に
よ
り
近
代
的
な
教
育
制
度
の
導
入
が
加
速
化
す
る
中
︑
官
公
立
学
校
の
他
に
民
族
系
︑
基
督
教
系
私
立
学
校
な
ど

様
々
な
近
代
学
校
が
設
立
さ
れ
た
︒
京
城
学
堂
は
︑
一
八
九
六
年
四
月
一
五
日
大
日
本
海
外
教
育
会
に
よ
っ
て
︑
朝
鮮
人
子
弟
に
日
本
語
や
朝

鮮
語
で
普
通
学
を
教
え
る
た
め
漢
城
︵
現
在
の
ソ
ウ
ル
︶
に
開
設
さ
れ
︑
一
九
〇
六
年
六
月
一
四
日
官
立
漢
城
第
二
日
語
学
校
に
改
編
さ
れ
る

ま
で
一
〇
余
年
間
運
営
さ
れ
た
代
表
的
な
私
立
の
日
語
学
校
で
あ
っ
た
︒
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従
来
︑
日
本
の
民
間
団
体
が
朝
鮮
に
設
立
し
た
京
城
学
堂
に
つ
い
て
︑
そ
の
性
格
︑
設
立
経
緯
︑
教
育
実
態
が
研
究
さ
れ
て
き
た
︒
学
堂
の

性
格
に
つ
い
て
は
︑
尹
健
次
が
日
本
資
本
主
義
の
朝
鮮
進
出
と
い
う
観
点
か
ら
︑
大
日
本
海
外
教
育
会
の
発
起
人
や
関
係
者
の
発
言
を
根
拠
と

し
な
が
ら
︑
朝
鮮
侵
略
に
必
要
な
人
物
の
養
成
機
関
と
み
な
し
た
︒
孫
于
正
も
私
立
日
語
学
校
三
校
︵
京
城
学
堂
・
平
壌
日
語
学
校
・
釜
山
開
成
学

校
︶
の
設
立
を
日
清
戦
争
の
勝
利
に
連
動
す
る
日
本
帝
国
主
義
的
膨
張
主
義
の
一
環
で
あ
る
と
し
た
上
で
︑
近
代
学
校
の
様
式
と
し
て
の
﹁
日

語
学
校
﹂
に
注
目
し
︑
教
育
実
態
に
つ
い
て
は
︑
商
業
的
実
務
者
を
養
成
す
る
た
め
の
日
本
語
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
た
と
指
摘
し
た①
︒

そ
の
一
方
で
︑
稲
葉
継
雄
は
旧
韓
末
期
日
語
学
校
の
全
体
像
を
追
究
す
る
中
︑
日
本
語
・
普
通
学
・
実
業
︵
商
業
中
心
︶
教
育
を
通
じ
て
韓
国

近
代
教
育
の
一
翼
を
担
っ
た
学
校
と
し
︑
朝
鮮
側
の
賛
助
や
需
要
を
評
価
す
る
こ
と
で
学
堂
の
性
格
に
つ
い
て
他
の
研
究
に
対
す
る
異
見
を
し

め
し
た②
︒
そ
れ
以
外
に
本
部
の
大
日
本
海
外
教
育
会
に
関
し
て
も
︑
押
川
方
義
ら
発
起
人
や
会
員
の
陣
容
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
︑
東
邦
協
会

と
の
関
連
が
論
じ
ら
れ
て
い
る③
︒

と
こ
ろ
が
︑
発
起
人
た
ち
が
東
邦
協
会
会
員
に
な
る
時
期
は
ま
ち
ま
ち
で
︑
賛
助
員
・
評
議
員
の
募
集
に
苦
戦
し
大
隈
重
信
︵
会
長
︶
や
渋

沢
栄
一
︵
会
計
監
督
︶
が
役
職
に
就
く
の
は
発
足
か
ら
数
年
後
で
あ
っ
た
︒
本
部
体
制
が
未
完
の
状
況
で
学
堂
の
設
置
運
営
が
始
ま
っ
た
と
言

わ
ざ
る
を
え
な
い
︒
そ
れ
で
は
︑
実
際
の
運
営
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
︒
日
本
国
内
あ
る
い
は
現
地
で
学
堂
に
対
す
る
他
の
支

援
が
あ
っ
た
の
か
︑
ま
た
そ
の
よ
う
な
支
援
は
学
堂
経
営
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
っ
た
の
か
︒
稲
葉
は
︑
運
営
金
に
つ
い
て
在
韓
日
本
官
民

の
支
援
が
あ
っ
た
も
の
の
︑
経
常
的
に
期
待
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
評
価
し
た
上
で
︑
渋
沢
栄
一
の
関
与
や
東
亜
同
文
会
の
影
響
を
重

点
的
に
論
じ
た
︒
し
か
し
︑
後
述
す
る
よ
う
に
学
堂
は
外
務
省
機
密
費
か
ら
の
補
助
金
を
含
む
四
つ
の
資
金
源
で
運
営
さ
れ
て
お
り
︑
外
務
省

機
密
費
の
比
重
が
学
堂
運
営
初
期
か
ら
大
き
か
っ
た
︒
実
態
研
究
を
最
も
進
め
た
稲
葉
の
見
方
は
そ
の
後
の
研
究
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い

る
が
︑
本
部
と
現
地
運
営
陣
の
活
動
の
中
身
︑
ど
の
よ
う
な
勢
力
が
学
堂
を
維
持
す
る
基
盤
と
な
っ
た
の
か
︑
外
務
省
機
密
費
か
ら
の
補
助
金

下
付
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
行
わ
れ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
不
明
な
ま
ま
で
あ
る
︒
多
く
の
研
究
で
前
提
に
な
っ
て
い
た
大
日
本
海
外

教
育
会
の
鞏
固
さ
や
社
会
的
支
援
を
再
検
討
し
な
が
ら
︑
稲
葉
の
見
解
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
︒
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そ
こ
で
本
稿
は
︑
学
堂
運
営
︵
資
金
調
達
過
程
や
事
業
計
画
と
推
進
内
容
︶
の
実
態
に
焦
点
を
合
わ
せ
︑
従
来
看
過
さ
れ
て
き
た
学
堂
運
営
陣
の

活
動
お
よ
び
居
留
官
民
・
日
本
国
内
の
支
援
動
向
を
考
察
し
︑
教
育
体
制
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
化
と
そ
の
意
味
を
﹁
近
代
化
﹂
や
﹁
植
民
地

化
﹂
と
の
関
連
で
把
握
す
る
︒
史
料
と
し
て
は
︑
渋
沢
史
料
館
所
蔵
の
﹁
大
日
本
海
外
教
育
会
書
簡
集④
﹂
︵
一
三
冊
︶
か
ら
現
地
運
営
陣
と
本
部

関
係
者
と
の
書
簡
︑
外
交
史
料
館
所
蔵
の
京
城
学
堂
補
助
金
下
付
に
関
す
る
駐
韓
公
使
と
外
務
省
と
の
往
復
文
書⑤
を
主
な
分
析
対
象
と
す
る
︒

大
日
本
海
外
教
育
会
や
学
堂
資
金
に
関
す
る
一
次
史
料
で
あ
り
な
が
ら
︑
﹃
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
第
二
十
七
巻⑥
﹄
に
収
録
さ
れ
た
﹁
書
簡
集
﹂

の
一
部
が
先
行
研
究
で
使
わ
れ
る
の
み
で
︑
殆
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
︒
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
大
日
本
海
外
教
育
会
発
起
人
の
活
動
︑

堂
則
や
学
堂
評
議
会
な
ど
学
堂
の
制
度
︑
現
地
運
営
陣
の
学
堂
運
営
構
想
︑
駐
韓
公
使
ら
学
堂
に
対
す
る
認
識
と
支
援
活
動
を
浮
き
彫
り
に
し
︑

民
間
団
体
に
よ
る
朝
鮮
教
育
事
業
の
形
成
と
推
移
︑
事
業
に
対
す
る
具
体
的
な
支
援
基
盤
を
究
明
す
る
︒

分
析
に
あ
た
っ
て
は
組
織
化
や
資
金
調
達
を
め
ぐ
る
大
日
本
海
外
教
育
会
の
試
行
錯
誤
︑
初
代
堂
長
小
島
今
朝
次
郎
と
二
代
目
渡
瀬
常
吉
期

の
違
い
に
留
意
し
な
が
ら
︑
第
一
章
で
︑
一
八
九
四
年
大
日
本
海
外
教
育
会
の
設
立
と
事
業
計
画
・
賛
助
者
募
集
︑
京
城
学
堂
創
設
に
至
る
過

程
を
検
討
す
る
︒
第
二
章
で
は
︑
一
八
九
六
年
四
月
学
堂
開
設
か
ら
一
八
九
九
年
六
月
第
一
回
卒
業
生
を
出
す
ま
で
の
小
島
堂
長
の
活
動
︑
漢

城
・
仁
川
居
留
官
民
の
支
援
︑
外
務
省
機
密
費
な
ど
諸
補
助
金
が
下
付
さ
れ
る
過
程
か
ら
学
堂
初
期
運
営
を
考
察
す
る
︒
第
三
章
で
は
︑
二
代

堂
長
渡
瀬
の
就
任
以
降
︑
学
堂
運
営
方
針
の
転
換
︑
教
育
事
業
拡
張
計
画
と
そ
の
推
移
︑
一
九
〇
六
年
四
月
韓
国
政
府
︵
実
質
的
に
は
統
監
府
︶

へ
献
納
す
る
ま
で
の
経
緯
を
概
観
す
る
︒

①

尹
健
次
﹁
日
本
資
本
主
義
の
前
進
基
地
と
し
て
の
京
城
学
堂

日
本
の
ア
ジ
ア

進
出
の
軌
跡
を
ふ
ま
え
て
﹂
︵
朝
鮮
問
題
研
究
会
﹃
海
峡
﹄
一
一
号
︑
一
九
八
二

年
︶
︑
孫
于
正
﹁
﹁
日
語
学
校
﹂
に
お
け
る
韓
国
近
代
学
校
の
構
想
﹂
︵
東
京
大
学

大
学
院
教
育
研
究
科
﹃
東
京
大
学
大
学
院
教
育
研
究
科
紀
要
﹄
三
八
巻
︑
一
九
九

八
年
︶
︒

②

稲
葉
継
雄
﹃
旧
韓
末
﹁
日
語
学
校
﹂
の
研
究
﹄
九
州
大
学
出
版
会
︑
一
九
九
七

年
︒

③

東
亜
文
化
研
究
所
編
﹃
東
亜
同
文
会
史
﹄
︵
霞
山
会
︑
一
九
八
八
年
︶
︑
藤
一
也

﹃
押
川
方
義

そ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
背
景
と
し
て
﹄
︵
燦
葉
出
版
︑
一
九
九

一
年
︶
︑
한
용
진
﹁
京
城
学
堂
에

관
한

연
구
﹂
︵
한
국
교
육
사
학
회
﹃
한
국
교
육

사
학
﹄
二
六
巻
二
号
︑
二
〇
〇
四
年
︶
︑
蔡
数
道
﹁
﹁
大
日
本
海
外
教
育
会
﹂
に
関

す
る
一
考
察
﹂
︵
中
央
大
学
法
学
会
﹃
法
学
新
報
﹄
一
二
一
巻
九
・
一
〇
号
︑
二
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〇
一
五
年
︶
︑
松
谷
基
和
﹁
押
川
方
義
と
朝
鮮
の
関
係
史
序
説

朝
鮮
伝
道
計
画

か
ら
大
日
本
海
外
教
育
会
へ
﹂
︵
東
北
学
院
﹃
東
北
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
年
報
﹄

一
号
︑
二
〇
一
六
年
︶
︒

④

﹁
大
日
本
海
外
教
育
会
書
簡
集
﹂
︵
渋
沢
史
料
館
所
蔵
︶
は
︑
第
一
︵
明
治
二
七

年
～
明
治
三
一
年
︶
︑
第
二
︵
明
治
三
二
年
一
月
～
九
月
︶
︑
第
三
︵
明
治
三
二
年

一
〇
月
～
一
二
月
︶
︑
第
四
︵
明
治
三
三
年
一
月
～
五
月
︶
︑
第
五
︵
明
治
三
三
年

六
月
～
一
二
月
︶
︑
第
六
︵
明
治
三
四
年
一
月
～
八
月
︶
︑
第
七
︵
明
治
三
四
年
九

月
～
一
二
月
︶
︑
第
八
︵
明
治
三
五
年
︶
︑
第
九
︵
明
治
三
六
年
︶
︑
第
十
︵
明
治

三
七
年
︶
︑
第
十
一
︵
明
治
三
八
年
︶
︑
第
十
二
︵
明
治
三
九
年
︶
︑
第
十
三
︵
明

治
四
〇
年
～
大
正
二
年
︑
年
号
未
詳
︶
で
構
成
︑
京
城
学
堂
や
三
南
学
堂
現
地
運

営
陣
と
の
書
簡
が
半
数
以
上
︑
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
編
纂
の
際
に
押
川
家
か
ら
寄

贈
︵
以
下
︑
﹃
書
簡
集
一
﹄
の
よ
う
に
略
記
︶
︒

⑤

﹁
大
日
本
海
外
教
育
会
ノ
経
営
ニ
係
ル
京
城
学
堂
へ
補
助
金
下
附
ノ
件
﹂
︵
﹃
韓

国
︵
朝
鮮
︶
ニ
於
ケ
ル
学
校
関
係
雑
件
︵
補
助
金
支
出
ノ
件
︶
第
一
ノ
甲
巻
﹄
外

交
史
料
館
所
蔵
︑
以
下
﹃
補
助
﹄
と
略
記
︶
は
︑
一
八
九
六
年
五
月
か
ら
一
九
〇

六
年
一
月
ま
で
駐
韓
公
使
と
外
務
省
と
の
往
復
書
類
︒

⑥

﹃
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
第
二
十
七
巻
﹄
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
刊
行
会
︑
一
九
五

九
年
︒
従
来
の
研
究
で
は
﹃
近
代
日
本
の
ア
ジ
ア
教
育
認
識
・
資
料
編
韓
国
の

部
﹄
︵
近
代
ア
ジ
ア
教
育
史
研
究
会
編
︑
龍
渓
書
舎
︑
一
九
九
九
年
︑
全
九
巻
︶

に
収
録
さ
れ
て
い
る
資
料
が
典
拠
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
︑
本
稿
は
キ
リ

ス
ト
教
雑
誌
や
韓
国
の
新
聞
な
ど
を
分
析
対
象
に
加
え
︑
事
実
誤
認
の
是
正
を
行

う
︒

第
一
章

大
日
本
海
外
教
育
会
に
よ
る
学
校
創
設
運
動
︵
一
八
九
四
年
七
月
～
一
八
九
六
年
三
月
︶

︵
一
︶

大
日
本
海
外
教
育
会
の
設
立

一
八
九
四
年
七
月
七
日
東
北
学
院
院
長
押
川
方
義
︑
青
山
学
院
院
長
本
多
庸
一
︑
青
年
会
館
講
師
松
村
介
石
︑
明
治
女
学
校
主
幹
兼
﹃
女
学

雑
誌
﹄
編
集
者
巌
本
善
治
︑
平
安
教
会
牧
師
原
田
助
の
五
人
が
会
合
し
て
﹁
日
本
海
外
伝
道
会
﹂
を
立
ち
上
げ
た
︒
同
会
は
一
一
月
﹁
大
日
本

基
督
教
徒
海
外
教
育
会
﹂
に
改
称
︑
一
二
月
八
日
﹁
大
日
本
海
外
教
育
会
﹂
︵
以
下
︑
海
外
教
育
会
︶
と
再
度
改
名
し
た
上
で
︑
日
清
戦
争
と
い

う
稀
有
の
機
会
に
﹁
敬
天
愛
人
の
教
﹂
を
基
に
朝
鮮
教
育
事
業
の
必
要
を
訴
え
る
内
容
の
海
外
教
育
会
発
表
演
説
会
を
開
い
た①
︒
そ
し
て
︑
新

聞
や
雑
誌
に
憲
法
︵
第
一
条
﹁
本
会
は
︑
海
外
に
教
育
を
施
く
こ
と
を
目
的
と
す
﹂
︶
及
び
会
則
︑
告
白
文
を
発
表
し
︑
そ
の
解
説
を
掲
載②
す
る
こ
と

で
︑
朝
鮮
へ
教
育
事
業
を
行
う
団
体
と
し
て
一
歩
を
踏
み
出
し
た
︒

初
代
会
長
の
押
川
方
義
は
︑
朝
鮮
の
み
な
ら
ず
中
国
に
も
教
育
事
業
を
普
及
す
る
こ
と
を
目
的
に
会
名
に
﹁
海
外
﹂
を
入
れ
︑
朝
鮮
に
お
け
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る
西
洋
宣
教
師
ら
の
反
感
や
日
本
国
民
の
感
情
を
考
慮
し
︑
会
の
目
的
も
伝
道
で
は
な
く
純
然
な
教
育
事
業
と
し
た
︒
し
か
し
︑
同
会
の
事
業

に
対
し
︑
基
督
教
界
内
か
ら
︑
国
内
の
組
織
が
未
整
備
な
状
態
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
対
外
的
な
活
動
に
乗
り
出
す
こ
と
や
伝
道
以
外
の
事
業

に
資
金
が
流
出
す
る
こ
と
を
理
由
に
非
難
さ
れ
︑
教
界
外
に
は
﹁
あ
れ
は
あ
ん
な
に
云
ふ
け
れ
ど
教
育
を
名
と
し
て
耶
蘇
を
弘
め
る
の
だ
﹂
と

冷
評
す
る
者
も
あ
っ
た
︑
と
回
想
し
た③
︒

当
時
︑
基
督
教
が
日
本
社
会
に
根
付
い
て
い
な
か
っ
た
た
め
︑
基
督
教
者
で
あ
る
こ
と
が
日
本
帝
国
臣
民
と
し
て
天
皇
崇
敬
に
矛
盾
し
な
い

こ
と
や
︑
教
育
方
法
も
国
家
方
針
に
沿
っ
て
施
す
と
発
起
人
た
ち
は
力
説
し
続
け
た④
︒
と
こ
ろ
が
︑
一
八
九
四
年
一
二
月
渡
辺
国
武
︑
芳
川
顕

正
な
ど
閣
僚
経
験
者
を
含
む
政
界
有
力
者
一
二
人
や
山
東
直
砥
︑
和
田
垣
謙
三
な
ど
基
督
教
界
の
重
鎮
一
三
人
へ
賛
助
を
求
め
る
た
め
に
作
成

さ
れ
た
訪
問
リ
ス
ト⑤
で
︑
﹁
第
一
回
賛
成
員
及
会
員
名
簿⑥
﹂
に
確
認
で
き
る
の
は
︑
星
亨
︑
榎
本
武
揚
︑
江
原
素
六
︑
戸
川
残
花
︑
世
良
田
亮
︑

小
島
官
吾
に
止
ま
っ
て
い
る
︒

発
起
人
た
ち
は
︑
横
浜
の
指
路
教
会
堂
や
仙
台
の
五
城
館
で
も
結
成
発
表
会
を
行
い
地
元
の
有
識
者
に
賛
同
を
訴
え
る⑦
一
方
で
︑
﹁
我
儕
同

志
者
大
に
方
今
の
時
世
に
感
ず
る
所
あ
り
︑
茲
に
大
日
本
海
外
教
育
会
を
設
立
し
︑
先
づ
朝
鮮
国
民
の
為
に
教
育
を
施
し
以
て
国
家
独
立
の
基

礎
を
堅
立
せ
ん
こ
と
を
期
す
︒
同
感
の
諸
士
希
く
は
本
会
の
主
旨
を
賛
助
し
︑
多
少
を
論
ぜ
ず
金
員
を
寄
贈
し
︑
本
会
の
目
的
を
成
就
す
る
を

得
せ
し
め
ん
こ
と
を⑧
﹂
と
賛
助
者
募
集
の
広
告
を
出
し
て
︑
広
く
募
金
を
促
し
た
︒
こ
の
よ
う
に
賛
助
者
募
集
へ
多
様
な
試
み
を
始
め
た
が
︑

教
育
事
業
の
内
容
は
定
ま
っ
て
お
ら
ず
︑
発
表
演
説
会
で
巌
本
や
本
多
が
語
っ
た
日
本
人
を
派
遣
し
て
基
督
教
主
義
に
基
づ
く
教
育
を
行
う
こ

と
︑
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
﹁
先
づ
私
塾
を
起
し
て
重マ

マ

に
精
神
的
教
育
を
施⑨
﹂
す
こ
と
に
止
ま
っ
て
い
た
︒

︵
二
︶

会
長
押
川
方
義
の
朝
鮮
視
察
と
募
金
活
動

海
外
教
育
会
の
教
育
事
業
が
具
体
化
さ
れ
る
の
は
︑
一
八
九
五
年
二
月
押
川
方
義
の
朝
鮮
視
察
を
通
し
て
で
あ
っ
た
︵
一
一
日
東
京
出
発
︑
三

月
二
一
日
留
学
生
二
人
を
連
れ
て
東
京
帰
着
︶
︒
押
川
は
︑
漢
城
で
師
範
学
校
及
び
小
学
校
を
参
観
し
︑
内
部
大
臣
朴
泳
孝
ら
朝
鮮
政
府
の
高
官
や
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西
洋
の
宣
教
師
に
会
い
︑
教
育
事
業
の
構
想
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た⑩
︒
渡
朝
前
に
星
亨
か
ら
井
上
馨
公
使
︵
一
八
九
四
年
一
〇
月
～
一
八
九

五
年
一
〇
月
在
任
︑
以
下
同
様
︶
や
朝
鮮
学
部
大
臣
を
紹
介
さ
れ
︑
本
多
庸
一
の
妹
婿
で
あ
る
杉
村
濬
書
記
官
の
援
助
も
あ
っ
て
︑
朝
鮮
視
察
は

順
調
に
進
ん
だ
︒

押
川
は
有
為
の
日
本
人
青
年
を
朝
鮮
八
道
に
配
置
し
﹁
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
チ
ー
︑
エ
ツ
キ
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
﹂
︵
U
n
iv
ersity
ex
ten
sion
︶
の
よ
う

な
も
の
を
創
ろ
う
と
考
え
た
が
︑
井
上
公
使
が
こ
の
計
画
に
賛
成
せ
ず
﹁
ま
づ
京
城
に
模
範
的
のマ

マ

学
校
を
立
て
よ
︑
そ
れ
が
一
番
早
途
で
︑
且

つ
確
実
﹂
と
の
意
見
で
あ
っ
た
た
め
︑
漢
城
に
一
つ
の
模
範
的
な
学
校
を
設
立
す
る
こ
と
に
し
た⑪
︒
当
時
朝
鮮
は
甲
午
改
革
の
最
中
で
︑
﹁
洪

範
十
四
条
﹂
︑
﹁
教
育
立
国
詔
書
﹂
が
出
さ
れ
︑
国
王
お
よ
び
開
化
派
政
府
が
積
極
的
な
姿
勢
で
教
育
事
業
を
計
画
し
て
い
た
︒
な
お
︑
日
清
戦

争
で
日
本
の
勝
利
が
確
実
に
な
る
と
︑
京
仁
鉄
道
敷
設
︑
郵
便
制
度
実
施
な
ど
に
関
連
す
る
通
訳
を
は
じ
め
日
本
語
通
訳
の
需
要
が
増
加
し
︑

四
○
名
定
員
の
官
立
日
語
学
校
︵
一
八
九
一
年
設
立
︶
一
か
所
で
は
足
り
な
い
状
況
で
あ
っ
た
︒
漢
城
で
は
外
務
衙
門
主
事
玄

と
鮎
貝
房
之
進

が
乙
未
義
塾
を
開
設
︵
一
八
九
五
年
三
月
設
立
か
︶
︑
仁
川
で
は
監
理
朴
世
煥
と
仁
川
領
事
珍
田
捨
巳
と
の
間
で
﹁
官
立
仁
港
外
国
語
学
校
﹂
︵
一

八
九
五
年
六
月
開
校
︑
後
の
官
立
仁
川
日
語
学
校
︶
設
立
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た⑫
の
も
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
反
映
し
て
い
る
︒
朝
鮮
政
府
や
日
本
公

使
ら
が
学
校
設
立
に
積
極
的
な
時
期
に
押
川
は
視
察
し
た
の
で
あ
る
︒

﹁
渡
韓
視
察
結
果
報
告⑬
﹂
に
よ
る
と
海
外
教
育
会
の
事
業
計
画
は
主
に
︑
①
京
城
に
模
範
と
な
る
﹁
日
韓
学
校
﹂
を
設
立
し
た
上
で
各
地
方

に
も
学
校
を
設
立
︑
②
こ
の
学
校
の
た
め
に
最
初
日
本
人
教
師
若
干
名
を
派
遣
し
韓
国
人
と
共
同
経
営
︑
③
学
校
教
育
は
普
通
教
育
︵
現
在
有

用
な
人
物
を
養
成
︶
と
高
等
教
育
︵
将
来
﹁
国
宝
﹂
と
な
る
者
を
養
成
︶
の
二
様
︑
④
生
徒
の
若
干
名
を
日
本
に
留
学
さ
せ
る
︑
⑤
当
局
者
の
協
賛

を
経
て
教
科
書
編
纂
事
業
に
着
手
︑
⑥
朝
鮮
教
育
実
施
準
備
の
た
め
早
速
設
計
者
を
渡
韓
さ
せ
る
︑
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
︒

賛
助
者
・
会
員
を
募
集
す
る
活
動
も
本
格
化
し
た
︒
一
八
九
五
年
四
月
三
日
野
田
豁
通
︵
陸
軍
主
計
総
監
︶
を
訪
問
す
る
押
川
が
持
参
し
た

島
田
三
郎
の
書
簡
に
︑
海
外
教
育
会
の
韓
国
人
教
育
は
︑
英
米
人
が
日
本
に
学
校
を
設
立
し
て
︑
子
弟
を
感
化
さ
せ
た
よ
う
な
も
の
と
紹
介
さ

れ
た
︒
政
治
権
力
や
軍
事
力
よ
り
も
社
会
的
影
響
力
を
も
っ
て
日
本
文
化
を
広
め
る
こ
と
が
本
旨
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る⑭
︒
同
年
一
〇
月
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に
発
表
さ
れ
た
﹁
第
一
回
賛
成
員
及
会
員
名
簿⑮
﹂
に
よ
る
と
︑
井
上
馨
︑
大
隈
重
信
︑
板
垣
退
助
︑
岡
部
長
職
な
ど
政
治
家
の
他
︑
基
督
教
徒

や
東
北
地
方
ゆ
か
り
の
人
物
一
八
二
人
が
賛
助
し
た
︒

そ
し
て
︑
乙
未
事
変
︵
一
〇
月
八
日
閔
妃
殺
害
事
件
︶
後
に
帰
朝
し
た
元
乙
未
義
塾
教
師
小
島
今
朝
次
郎⑯
が
朝
鮮
の
教
育
状
況
を
海
外
教
育
会

に
相
談
し
た
こ
と
か
ら
︑
京
城
学
堂
創
設
が
実
現
し
た
︒
押
川
と
朝
鮮
の
基
督
教
信
徒
会
合
で
面
識
が
あ
っ
た
小
島
は
︑
七
校
五
〇
〇
名
を
教

育
し
て
き
た
乙
未
義
塾
が
閉
鎖
さ
れ
︑
従
来
日
本
語
を
学
ん
で
い
た
者
が
英
米
露
仏
の
諸
学
校
に
転
校
し
た
と
青
年
の
日
本
語
離
れ
を
訴
え
た⑰
︒

乙
未
義
塾
の
財
政
は
ほ
ぼ
朝
鮮
政
府
が
負
担
し
︑
九
月
小
学
校
令
発
布
後
︑
四
校
が
官
立
小
学
校
に
変
わ
り
︑
残
り
の
学
校
は
乙
未
事
変
で
完

全
に
姿
を
消
し
た
と
さ
れ
る⑱
︒
海
外
教
育
会
は
直
ち
に
学
堂
設
立
を
決
議
し
︑
小
島
に
﹁
京
城
学
堂
﹂
創
設
を
依
頼
し
た
︒

会
長
押
川
と
理
事
本
多
は
会
員
募
集
の
た
め
に
数
度
に
わ
た
っ
て
北
海
道
を
巡
回
し
︑
地
方
に
募
金
拠
点
を
備
え
る
な
ど
海
外
教
育
会
の
組

織
化
も
計
画
し
た
︒
一
八
九
五
年
一
二
月
二
日
仙
台
に
い
た
押
川
は
東
京
の
本
多
宛
に
書
簡⑲
を
送
り
︑
北
海
道
募
金
に
必
要
な
許
可
申
請
書
作

成
と
送
付
︑
本
部
管
轄
の
警
察
署
へ
の
措
置
︑
北
海
道
各
地
で
会
員
募
集
や
募
金
を
行
う
諸
氏
︵
札
幌
の
仁
平
︑
小
樽
の
竹
村
や
光
︑
室
蘭
の
栗
林

や
橋
本
︑
函
館
の
馬
場
︑
相
場
︑
栗
田
︶
へ
の
依
頼
状
の
送
付
を
頼
ん
で
い
る
︒
発
起
人
ら
の
構
想
は
壮
大
で
︑
押
川
自
身
は
宮
城
県
会
議
員
一

同
を
勧
誘
し
て
お
り
︑
郡
長
会
開
催
の
際
に
は
知
事
に
頼
み
︑
郡
長
一
同
を
会
員
と
し
︑
各
郡
村
か
ら
会
員
募
集
と
募
金
を
図
る
つ
も
り
で
あ

っ
た
︒
そ
れ
の
み
な
ら
ず
︑
国
会
開
会
の
際
は
議
員
を
会
員
と
し
︑
全
国
運
動
へ
進
み
︑
全
国
か
ら
組
織
的
か
つ
持
続
的
な
支
援
を
得
よ
う
と

考
え
て
い
た
の
で
あ
る
︒
ち
な
み
に
﹁
如
何
な
る
方
法
に
て
も
小
島
へ
ハ
三
四
百
の
金
を
工
夫
﹂
し
て
渡
し
た
い
と
の
記
述
か
ら
︑
学
堂
設
立

へ
の
強
い
意
欲
も
確
認
で
き
る
︒
北
海
道
で
資
金
募
集
の
認
可
状
が
出
さ
れ
る
の
は
︑
京
城
学
堂
開
設
ま
で
一
か
月
を
切
っ
た
一
八
九
六
年
三

月
二
一
日
だ
っ
た
︒

こ
の
よ
う
に
︑
海
外
教
育
会
は
一
八
九
五
年
四
月
以
降
教
育
事
業
計
画
を
具
体
的
に
立
て
︑
賛
助
者
も
増
や
し
て
い
く⑳
が
︑
基
本
金
計
画
が

棚
上
げ
さ
れ㉑
︑
よ
う
や
く
一
部
の
地
方
で
資
金
募
集
が
許
可
さ
れ
た
段
階
で
あ
っ
た
︒
財
政
的
な
基
盤
が
固
ま
っ
て
い
な
い
状
態
で
︑
日
本
語

離
れ
を
危
惧
し
た
小
島
に
学
堂
創
設
と
運
営
が
任
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒

近代日本における民間団体の朝鮮教育事業と支援基盤（鄭）
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①

﹁
海
外
伝
道
会
起
る
﹂
﹃
基
督
教
新
聞
﹄
︵
五
八
七
号
︑
一
八
九
四
年
一
〇
月
二

六
日
︶
︑
﹁
大
日
本
基
督
教
徒
海
外
教
育
会
﹂
﹃
福
音
新
報
﹄
︵
一
九
三
号
︑
同
年
一

一
月
二
三
日
︶
︑
﹁
海
外
教
育
会
﹂
﹃
福
音
新
報
﹄
︵
一
九
六
号
︑
同
年
一
二
月
一
四

日
︶
︒

②

﹁
大
日
本
海
外
教
育
会
﹂
﹁
大
日
本
海
外
教
育
会
憲
法
及
会
則
﹂
﹃
基
督
教
新
聞
﹄

︵
五
九
四
号
︑
一
八
九
四
年
一
二
月
一
四
日
︶
︑
﹁
広
告
﹂
﹁
大
日
本
海
外
教
育
会
﹂

﹃
女
学
雑
誌
﹄
︵
四
〇
五
号
︑
同
年
一
二
月
二
五
日
︶
︒

③

﹁
海
外
教
育
会
と
本
多
監
督
︵
海
外
教
育
会
長
押
川
方
義
氏
談
︶
﹂
﹃
新
人
﹄
一

三
巻
五
号
︑
一
九
一
二
年
五
月
一
日
︒

④

﹁
海
外
教
育
会
に
関
す
る
問
答
﹂
﹃
日
本
宗
教
﹄
五
号
︑
一
八
九
五
年
一
一
月
一

日
︒

⑤

一
八
九
四
年
一
二
月
一
〇
日
松
村
介
石
宛
押
川
方
義
﹃
書
簡
集
一
﹄
︒

⑥

﹃
女
学
雑
誌
﹄
四
一
五
号
︑
一
八
九
五
年
一
〇
月
二
五
日
︒

⑦

﹁
横
浜
に
於
け
る
教
育
会
演
説
﹂
﹃
基
督
教
新
聞
﹄
︵
五
九
五
号
︑
一
八
九
四
年

一
二
月
二
一
日
︶
︑
﹁
伝
道
者
の
往
来
﹂
﹃
福
音
新
報
﹄
︵
一
九
八
号
︑
同
年
一
二
月

二
八
日
︶
︑
﹁
五
城
館
に
於
る
押
川
院
長
﹂
﹃
東
北
文
学
﹄
︵
八
号
︑
一
八
九
五
年
二

月
二
五
日
︶
︒

⑧

﹃
福
音
新
報
﹄
一
九
七
号
︑
一
八
九
四
年
一
二
月
二
一
日
︒

⑨

﹁
対
韓
永
遠
の
策
︵
其
三
︶
大
日
本
海
外
教
育
会
﹂
﹃
読
売
新
聞
﹄
一
八
九
四
年

一
二
月
一
一
日
︒

⑩

﹁
本
邦
留
学
の
韓
人
来
る
﹂
﹃
東
京
朝
日
新
聞
﹄
︵
一
八
九
五
年
三
月
一
九
日
︶
︑

﹁
朝
鮮
紀
行
︵
東
京
同
志
会
視
察
員
福
田
錠
二
︶
﹂
﹃
福
音
新
報
﹄
︵
二
一
〇
・
二

一
三
号
︑
一
八
九
五
年
三
月
二
四
日
・
四
月
一
二
日
︶
︒

⑪

註
③
︒

⑫

﹁
朝
鮮
教
育
近
況
﹂
﹃
教
育
時
論
﹄
三
六
九
号
︑
一
八
九
五
年
七
月
一
五
日
︒

⑬

﹁
渡
韓
視
察
結
果
報
告
﹂
﹃
救
世
﹄
九
号
︑
一
八
九
五
年
一
一
月
︒

⑭

一
八
九
五
年
四
月
三
日
野
田
豁
通
宛
島
田
三
郎
﹃
書
簡
集
一
﹄
︒

⑮

註
⑥
︒

⑯

小
島
今
朝
次
郎
︵
一
八
七
〇
年
生
︑
本
籍
宮
崎
︶
は
︑
一
八
九
三
年
同
志
社
普

通
学
校
卒
業
︑
一
八
九
五
年
乙
未
義
塾
教
師
︑
一
八
九
六
年
～
九
九
年
八
月
京
城

学
堂
堂
長
︑
一
八
九
九
年
九
月
～
一
九
〇
一
年
一
〇
月
三
南
学
堂
堂
長
︑
そ
の
後
︑

韓
国
京
城
駐
箚
隊
史
の
編
纂
に
関
わ
り
一
九
一
一
年
頃
ま
で
朝
鮮
に
滞
在
す
る

︵
外
交
史
料
館
所
蔵
旅
券
記
録
他
︶
︒

⑰

﹁
海
外
教
育
会
の
京
城
学
堂
設
立
﹂
﹃
読
売
新
聞
﹄
︵
一
八
九
五
年
一
二
月
二
二

日
︶
︑
一
八
九
六
年
一
二
月
末
﹁
京
城
学
堂
報
告
﹂
︵
﹁
機
密
第
六
号
京
城
学
堂
へ

ノ
補
助
金
継
続
相
成
度
件
﹂
別
紙
﹃
補
助
﹄
︶
︒

⑱

稲
葉
前
掲
書
︑
三
〇
七
頁
︒

⑲

一
八
九
五
年
一
二
月
二
日
本
多
宛
押
川
﹃
書
簡
集
一
﹄
︒

⑳

一
八
九
五
年
一
二
月
三
一
五
名
︑
一
八
九
六
年
二
月
三
六
七
名
︵
﹁
一
八
九
六

年
二
月
一
五
日
勝
田
孫
彌
宛
押
川
﹂
別
紙
﹃
書
簡
集
一
﹄
︑
﹁
機
密
第
三
七
号
京
城

学
堂
へ
補
助
金
下
附
相
成
度
件
上
申
﹂
別
紙
﹃
補
助
﹄
︶
︒

㉑

一
八
九
五
年
四
月
六
日
幹
事
宛
押
川
︵
写
︶
﹃
書
簡
集
一
﹄
︒
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第
二
章

小
島
今
朝
次
郎
堂
長
下
の
初
期
運
営
︵
一
八
九
六
年
四
月
～
一
八
九
九
年
六
月
︶

︵
一
︶

京
城
学
堂
開
校
当
初
の
実
態

学
堂
創
設
の
た
め
に
再
度
渡
朝
し
た
小
島
今
朝
次
郎
は
︑
一
八
九
六
年
二
月
一
一
日
俄
館
播
遷
で
﹁
已
往
ノ
労
力
ト
満
腔
ノ
希
望
ハ
全
ク
水

泡①
﹂
に
消
え
︑
日
本
人
殺
害
の
噂
か
ら
毎
晩
草
鞋
を
履
い
た
ま
ま
寝
る
ほ
ど
身
の
危
険
を
感
じ
た
と
当
時
を
述
べ
た
︒
そ
の
よ
う
な
状
況
の
下

で
︑
小
村
寿
太
郎
公
使
︵
一
八
九
五
年
一
〇
月
～
一
八
九
六
年
六
月
︶
︑
日
置
益
書
記
官
の
助
力
を
え
て
四
月
一
五
日
開
校
式
を
挙
げ
た
︒
ま
ず
は

﹁
京
城
学
堂
堂
則②
﹂
か
ら
学
堂
が
目
指
し
た
学
校
の
中
身
を
確
認
し
て
お
こ
う
︒

学
堂
の
目
標
は
﹁
国
語
と
漢
文
及
日
本
語
を
教
授
し
︑
普
通
国
民
の
資
質
を
養
成
し
目
下
社
会
の
急
需
に
応
ず
る
人
材
を
養
成
﹂
す
る
こ
と

に
あ
っ
た
︒
普
通
学
部
︵
尋
常
科
・
高
等
科
各
三
年
︶
と
専
修
学
部
︵
文
科
・
医
科
︶
に
分
け
︑
国
語
︑
日
本
語
︑
習
字
︑
作
文
︑
会
話
︑
筆
算
︑

珠
算
︑
地
理
︑
歴
史
︑
物
理
︑
図
画
︑
倫
理
︑
体
操
な
ど
教
授
す
る
教
科
も
設
定
し
た
︒
学
期
試
験
・
卒
業
︑
入
退
学
及
び
休
日
の
条
項
も
あ

り
︑
卒
業
生
に
対
し
て
は
国
内
外
官
民
の
相
当
な
職
を
推
薦
し
︑
学
術
優
等
で
志
望
者
は
堂
費
で
日
本
に
遊
学
さ
せ
る
優
遇
策
が
設
け
ら
れ
た
︒

青
年
会
を
組
織
し
︑
講
談
会
を
開
催
す
る
な
ど
社
会
教
育
に
関
す
る
条
項
も
含
ま
れ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
堂
則
は
初
期
の
構
想
に
過
ぎ
ず
︑
最

初
か
ら
こ
の
よ
う
な
体
系
的
な
教
育
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
︒

四
〇
余
名
の
生
徒
で
始
ま
っ
た
学
堂
は
︑
設
立
か
ら
一
か
月
後
の
五
月
末
に
な
る
と
一
〇
歳
か
ら
三
八
歳
ま
で
の
生
徒
九
四
名
︵
出
席
者
五

八
名
︶
を
年
齢
と
学
力
に
よ
っ
て
三
学
級
に
分
け
︑
日
本
語
や
朝
鮮
語
で
普
通
学
を
授
け
た
︒

そ
の
後
︑
学
生
の
入
退
は
多
か
っ
た
が
常
に
四
〇
人
を
下
る
こ
と
は
な
く
︑
年
末
に
は
一
二
歳
か
ら
四
〇
歳
ま
で
の
一
五
〇
名
が
在
籍
し
︑

毎
日
出
席
者
は
六
九
名
に
達
し
た
︵
﹇
表
﹈
﹁
京
城
学
堂
学
生
数
・
在
籍
者
の
年
齢
﹂
参
照
︶
︒
こ
の
時
期
に
は
四
級
に
分
け
︑
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う

な
教
育
が
行
わ
れ
た
︒
各
級
共
通
は
日
本
語
会
話
︑
筆
算
︑
珠
算
︑
作
文
︑
倫
理
︑
体
操
で
︑
四
級
︵
一
二
～
一
六
歳
︶
は
国
文
書
取
︑
漢
文
︑
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出典 ①「京城学堂現況及計画」『補助』、②「京城学堂報告」同前、③「明治三十年度京城学堂報

告」同前、④「京城学堂明治三十一年度報告書」同前、⑤「明治三十二年度報告書」『書簡集

四』。

①1896. 5 ②1896. 12 ③1897. 12 ④1898. 12 ⑤1900. 3

出席者（人） 58 69 120 108 60

在籍者（人） 94 150 132 136 103

年齢（歳） 10〜38 12〜40 10〜40 12〜35 9〜30

[表] 京城学堂学生数・在籍者の年齢

備考 1897年12月普通科：10〜25歳、特別科（日本語速成�年）：15〜40歳。

1899年12月特別科廃止。

1900年�月普通科�年（45人）：15〜30歳、同�年（29人）：13〜30歳、同�年（12人）：

16〜28歳、附属小学�年（17人）：�〜16歳。

読
本
︵
学
堂
新
編
輯
︶
︑
習
字
︑
談
話
が
︑
三
級
︵
一
八
～
四
〇
歳
︶
は
書
取
︑
翻
訳
︑
地
理
︵
万
国
︶
︑

談
話
が
︑
二
級
︵
一
五
～
三
〇
歳
︶
は
書
取
︑
翻
訳
︑
地
理
︵
万
国
︶
︑
日
本
語
演
説
が
︑
一
級
︵
一

七
～
三
一
歳
︶
は
日
本
語
書
取
︑
翻
訳
︑
物
理
学
︑
日
本
語
演
説
が
加
え
ら
れ
た
︒
他
に
毎
週
百

科
講
話
や
漢
城
病
院
長
安
田
穣
に
よ
る
医
事
講
話
も
行
わ
れ
た
︒
小
島
は
︑
学
堂
の
特
質
が
﹁
朝

鮮
政
府
の
掣
肘
を
受
け
さ
る
こ
と
及
組
織
の
極
め
て
自
由
な
る
点
﹂
に
あ
る
と
し
︑
如
何
な
る
者

も
志
望
さ
え
あ
れ
ば
入
学
で
き
る
た
め
︑
新
入
学
生
一
六
︑
七
名
の
大
半
は
官
立
学
校
に
入
学
す

る
こ
と
を
恥
じ
る
三
〇
歳
を
超
え
た
旧
官
吏
で
あ
り
︑
な
お
三
〇
名
に
近
い
幼
年
科
生
徒
︵
四
級

か
︶
は
日
本
の
威
信
を
楯
に
立
身
を
願
う
者
だ
︑
と
学
生
を
評
し
た③
︒

開
校
初
期
︑
日
本
人
二
名
︵
小
島
今
朝
次
郎
︑
神
宮
茂
八④
︶
と
朝
鮮
人
二
名
︵
劉
漢
容
︑
李
台
煥
︶

が
教
師
と
し
て
勤
め
て
い
た
︒
朝
鮮
人
教
員
二
人
の
経
歴
は
不
詳
で
あ
る
が
︑
日
本
人
教
師
小
島

と
神
宮
は
同
志
社
普
通
学
校
同
級
生
で
︑
乙
未
義
塾
教
師
と
し
て
朝
鮮
教
育
に
携
わ
っ
た
後
︑
学

堂
創
設
に
も
共
に
奔
走
し
た⑤
︒
兵
式
体
操
を
担
当
す
る
守
備
隊
兵
士
︵
一
等
軍
曹
吉
井
幾
太
郎
︑
上

等
兵
住
吉
白
道
︶
も
陸
軍
少
尉
武
永
鉄
之
助
の
監
督
下
に
い
た
者
で
︑
小
島
︑
神
宮
︑
武
永
が
京

城
基
督
教
徒
俱
楽
部
会
員
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
学
堂
の
運
営
に
在
朝
基
督
教
徒
が
活
躍
し
た
こ
と

が
窺
え
る⑥
︒
授
業
は
朝
鮮
人
教
員
と
日
本
人
教
員
の
共
同
で
行
わ
れ
︑
四
〇
余
名
だ
っ
た
学
生
数

が
一
か
月
間
で
二
倍
に
な
る
な
ど
順
調
に
見
え
た
︒
し
か
し
︑
授
業
料
を
徴
収
す
る
ど
こ
ろ
か
紙

筆
墨
を
支
給
す
る
中
︑
学
生
の
増
加
は
財
政
逼
迫
の
要
因
に
も
な
り
︑
資
金
不
足
は
早
く
も
学
堂

維
持
を
脅
か
す
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
︒
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︵
二
︶

外
務
省
機
密
費
か
ら
の
補
助
金

一
八
九
六
年
五
月
二
九
日
小
島
と
神
宮
は
連
署
で
︑
学
堂
の
経
費
問
題
を
訴
え
た⑦
︒
本
部
か
ら
の
毎
月
五
〇
円
及
び
臨
時
の
寄
送
金
で
運
営

し
て
い
る
が
︑
学
堂
維
持
に
月
一
五
〇
円
が
必
要
で
あ
り
︑
他
に
分
校
を
設
け
二
〇
〇
人
以
上
の
学
生
を
教
育
す
る
な
ら
支
出
は
月
二
五
〇
円

に
な
る
と
試
算
も
出
し
た
︒
朝
鮮
教
育
に
関
す
る
海
外
教
育
会
の
計
画
は
周
密
で
壮
大
で
あ
る
が
︑
﹁
内
地
ニ
於
ケ
ル
対
韓
思
想
ノ
一
定
セ
サ

ル
カ
為
︑
会
務
未
タ
之
ニ
称
ハ
ズ
︑
当
初
ノ
志
ヲ
達
ス
ル
ニ
及
バ
サ
ル
﹂
は
大
い
に
困
難
で
あ
る
と
本
部
不
振
の
原
因
を
日
本
国
内
の
対
韓
思

想
が
揺
ら
い
で
い
る
た
め
だ
と
訴
え
︑
朝
鮮
現
地
で
打
開
策
を
模
索
し
た
︒

同
日
小
村
寿
太
郎
公
使
は
︑
﹁
京
城
学
堂
補
助
金
下
附
相
成
度
件
上
申
﹂
︵
機
密
三
七
号
︶
を
出
し
て
︑
外
務
省
か
ら
月
一
〇
〇
円
を
下
付
す

る
よ
う
依
願
し
︑
次
の
よ
う
に
そ
の
理
由
を
説
明
し
た⑧
︒

海
外
教
育
会
は
﹁
其
国
民
ノ
化
育
ヲ
裨
補
シ
旁
以
テ
帝
国
政
府
ノ
大
方
針
ヲ
翼
成
﹂
し
た
い
意
図
か
ら
︑
井
上
馨
公
使
の
賛
助
を
え
て
朝
鮮

政
府
と
協
議
し
た
が
︑
そ
の
後
の
政
変
で
協
議
は
叶
わ
ず
日
朝
間
政
治
関
係
が
悪
化
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
︑
学
堂
を
開
設
し
︑
生
徒
数
も
漸
次

増
加
し
て
い
る
︒
朝
鮮
政
府
で
は
一
昨
年
末
︑
日
本
顧
問
教
師
な
ど
の
指
導
に
よ
り
︑
師
範
学
校
︑
小
学
校
︑
外
国
語
学
校
を
創
設
し
︑
教
科

書
編
纂
も
行
わ
れ
た
が
︑
﹁
二
月
十
一
日
ノ
事
変
ニ
局
面
ノ
一
変
シ
テ
以
還
我
流
ノ
学
事
頓
ニ
阻
喪
シ
︑
欧
米
流
ノ
学
事
代
ツ
テ
興
﹂
っ
た
︒

博
愛
慈
善
の
主
義
は
踏
襲
す
る
処
で
は
な
い
が
︑
な
る
べ
く
政
治
と
関
係
が
薄
い
教
育
の
よ
う
な
も
の
で
︑
政
治
及
び
社
会
変
遷
の
原
動
力
を

養
成
す
る
こ
と
が
︑
﹁
我
勢
力
ヲ
当
国
ニ
維
持
進
長
ス
ル
爲
メ
極
メ
テ
緊
要
﹂
で
あ
る
︒
学
堂
は
﹁
海
外
教
育
会
ノ
博
愛
主
義
ト
国
家
的
観
念
﹂

に
よ
っ
て
創
設
し
た
も
の
で
資
金
の
余
裕
が
な
く
︑
基
礎
も
充
分
堅
固
で
は
な
い
︒
従
っ
て
﹁
月
額
百
円
ノ
割
ヲ
以
テ
補
助
金
ヲ
下
附
﹂
し
て
︑

同
会
が
揚
げ
て
い
る
目
的
を
達
成
す
る
と
同
時
に
教
育
の
成
果
を
国
家
の
た
め
に
利
用
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒

同
じ
く
五
月
海
外
教
育
会
は
︑
資
金
難
を
解
消
す
る
た
め
に
︑
特
別
会
員
募
集
や
大
隈
重
信
・
伊
藤
博
文
な
ど
の
有
力
者
へ
出
金
を
頼
む
旁

ら⑨
︑
押
川
自
身
は
副
会
長
に
な
り⑩
︑
近
衛
篤
麿
︑
井
上
馨
︑
西
園
寺
公
望
に
会
長
を
委
嘱
し⑪
︑
彼
ら
を
前
面
に
出
し
募
金
活
動
を
す
る
戦
略
を
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立
て
た
︒
し
か
し
︑
大
隈
が
会
長
を
引
き
受
け
た
の
は
一
九
〇
一
年
八
月
五
日
で
︑
会
長
の
空
白
は
長
期
に
亘
る
︒
六
月
に
は
﹁
三
陸
海
辺
未

曽
有
の
災
害
﹂
︵
一
五
日
三
陸
地
震
津
波
発
生
︑
死
者
二
万
七
千
人
以
上
︶
に
よ
っ
て
地
方
有
志
家
か
ら
の
募
金
も
叶
わ
な
く
な
っ
た⑫
︒

有
力
者
を
前
面
に
出
す
方
法
や
地
方
有
志
家
か
ら
の
募
金
計
画
が
行
き
詰
ま
る
中
︑
外
務
省
か
ら
の
補
助
金
下
付
は
教
育
事
業
存
続
に
直
結

す
る
事
案
に
な
っ
た
︒
押
川
と
巌
本
は
こ
の
実
現
の
た
め
伊
藤
博
文
総
理
大
臣
に
教
育
事
業
へ
の
理
解
を
求
め
︑
外
務
省
か
ら
補
助
を
得
ら
れ

る
よ
う
助
力
を
頼
ん
だ⑬
︒

一
方
︑
朝
鮮
で
は
七
月
三
一
日
小
島
堂
長
が
原
敬
公
使
︵
一
八
九
六
年
六
月
～
一
〇
月
︶
に
援
助
を
求
め⑭
︑
原
も
外
務
省
に
再
度
補
助
を
請
願

し
た⑮
︒
原
は
﹁
朝
鮮
人
ヲ
シ
テ
日
本
ニ
帰
依
ス
ル
ノ
念
ヲ
起
﹂
こ
さ
せ
る
こ
と
を
重
視
し
︑
日
語
学
校
は
官
立
や
﹁
京
城
学
堂
ノ
類
ヲ
モ
補

助
﹂
す
べ
き
だ
と
考
え
︑
そ
の
卒
業
生
は
な
る
べ
く
﹁
実
業
﹂
に
就
か
せ
る
方
針
で
﹁
第
一
ニ
ハ
医
師
ト
ナ
シ
︑
又
養
蠺
ノ
如
キ
コ
ト
﹂
を
学

ば
せ
る
腹
案
を
も
っ
て
い
た⑯
︒

駐
韓
公
使
ら
の
請
願
と
本
部
か
ら
小
村
外
務
次
官
や
伊
藤
総
理
を
通
し
た
働
き
か
け
も
あ
っ
て
︑
八
月
三
一
日
外
務
省
か
ら
学
堂
に
本
年
度

限
り
月
一
〇
〇
円
を
下
付
す
る
こ
と
が
通
知
さ
れ
た⑰
︒
た
だ
し
︑
外
務
省
は
原
に
別
の
機
密
書
類
を
出
し
﹁
学
堂
の
重
立
チ
タ
ル
者
ニ
向
ヒ
将

来
ハ
補
助
金
ヲ
仰
カ
ズ
シ
テ
モ
維
持
ノ
出
来
ル
様
内
国
ニ
テ
資
金
ヲ
募
﹂
る
よ
う
指
示
し
︑
学
堂
の
維
持
は
日
本
国
内
で
の
募
金
に
よ
る
べ
き

で
︑
外
務
省
か
ら
の
補
助
に
頼
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
立
場
を
表
し
た⑱
︒
管
見
で
は
外
務
省
か
ら
﹁
日
語
学
校
﹂
へ
の
補
助
金
支
出
は
京
城
学

堂
が
最
も
は
や
い
︵
現
時
点
外
交
史
料
館
公
開
史
料
︶
も
の
の
︑
こ
の
段
階
で
外
務
省
は
教
育
事
業
を
通
じ
た
勢
力
扶
植
を
積
極
的
に
考
え
て
い

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
ち
な
み
に
︑
一
八
九
六
年
の
年
間
総
収
入
一
五
九
三
円
五
銭
の
内
訳
は
︑
海
外
教
育
会
よ
り
経
常
費
︑
創
業
費
︑
旅

費
な
ど
九
三
〇
円
︑
公
使
館
補
助
金
五
〇
〇
円
︑
小
村
公
使
・
日
置
書
記
官
の
寄
附
金
一
六
三
円
五
銭
で
︑
支
出
は
一
五
二
二
円
四
八
銭
だ
っ

た⑲
︒一

八
九
七
年
二
月
一
日
加
藤
増
雄
公
使
︵
一
八
九
七
年
二
月
～
一
八
九
九
年
六
月
︶
は
学
堂
補
助
金
の
継
続
を
申
請
し
た⑳
︒
海
外
教
育
会
は
一

定
の
基
本
資
金
が
な
く
︑
各
自
の
博
愛
心
に
訴
え
て
毎
月
五
〇
円
を
集
得
し
て
い
る
が
︑
前
年
の
天
災
地
厄
が
﹁
宗
教
者
の
資
財
と
能
力
と
を
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傾
注
﹂
さ
せ
︑
学
堂
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
︒
こ
の
状
況
で
︑
外
務
省
が
補
助
金
を
廃
止
す
る
こ
と
は
学
堂
の
消
滅
を
意
味
す
る
︒
今

や
﹁
我
邦
の
学
流
大
に
衰
へ
﹂
︑
過
日
官
立
日
語
学
校
で
新
入
学
生
徒
を
募
集
し
た
際
︑
三
〇
名
の
募
集
に
対
し
わ
ず
か
六
︑
七
名
が
応
じ
︑

こ
の
六
︑
七
名
す
ら
様
々
な
勧
誘
手
段
を
尽
く
し
た
者
で
あ
る
の
に
対
し
︑
京
城
学
堂
は
﹁
意
想
外
の
盛
況
﹂
を
見
せ
て
い
る
と
︑
加
藤
公
使

は
官
立
日
語
学
校
に
比
べ
て
学
堂
に
学
生
が
集
ま
っ
た
こ
と
を
あ
げ
︑
補
助
金
の
継
続
と
事
業
拡
張
の
た
め
の
増
額
を
請
願
し
た
︒
先
述
し
た

よ
う
に
︑
京
城
学
堂
で
は
年
齢
や
出
身
に
制
限
な
く
三
〇
歳
以
上
の
人
や
一
五
歳
以
下
の
少
年
を
受
け
入
れ
︑
学
生
の
入
退
も
比
較
的
に
自
由

だ
っ
た
た
め
︑
官
立
日
語
学
校
に
比
し
て
学
生
が
集
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
加
藤
公
使
の
申
請
に
対
し
︑
外
務
省
は
補
助
金
継
続
を
認
め
る
も

の
の
︑
増
額
は
退
け
た
︵
二
月
二
七
日㉑
︶
︒

以
上
の
よ
う
に
︑
小
村
︑
原
︑
加
藤
ら
駐
韓
公
使
に
と
っ
て
京
城
学
堂
は
︑
日
本
勢
力
が
低
迷
し
︑
日
本
流
の
学
事
が
衰
え
て
い
る
状
況
で

日
本
勢
力
の
維
持
に
必
要
な
手
段
と
み
な
さ
れ
た
︒
本
部
が
基
督
教
系
団
体
で
あ
っ
て
も
学
生
数
が
増
加
し
て
い
た
学
堂
は
支
援
す
る
価
値
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
︑
外
務
省
へ
補
助
金
下
付
及
び
継
続
を
請
願
し
た
の
で
あ
る
︒
と
こ
ろ
が
︑
外
務
省
は
駐
韓
公
使
ら
の
働
き
か
け
に
応
じ
る

形
で
下
付
す
る
も
の
の
︑
増
額
は
認
め
ず
︑
学
堂
維
持
は
日
本
国
内
の
募
金
に
よ
る
べ
き
で
︑
外
務
省
か
ら
の
補
助
に
頼
る
べ
き
で
は
な
い
と

い
う
消
極
的
な
立
場
で
あ
っ
た
︒

︵
三
︶

漢
城
・
仁
川
居
留
官
民
の
支
援

本
部
の
送
金
が
少
額
で
外
務
省
の
支
援
も
限
定
的
で
あ
る
中
︑
学
堂
を
支
え
た
の
は
漢
城
・
仁
川
居
留
官
民
で
あ
っ
た
︒
公
使
館
守
備
隊
所

属
の
下
士
官
が
兵
式
体
操
を
教
授
し
︑
漢
城
病
院
長
が
衛
生
に
関
す
る
講
義
を
す
る
他
︑
居
留
官
民
は
運
動
会
や
卒
業
式
な
ど
学
堂
行
事
に
参

加
し
︑
財
政
的
な
支
援
も
行
っ
た㉒
︒

一
八
九
七
年
四
月
一
一
日
開
校
一
周
年
を
記
念
し
て
開
か
れ
た
運
動
会
は
︑
生
徒
が
﹁
数
種
ノ
運
動
技
術
ヲ
演
シ
以
テ
弘
ク
本
校
ノ
何
モ
ノ

タ
ル
ヲ
知
﹂
ら
せ
る
場
で
あ
っ
た
︒
朝
鮮
政
府
高
官
︑
日
本
公
・
領
事
館
官
員
︑
陸
・
海
軍
士
官
︑
居
留
民
が
参
観
し
︑
小
島
堂
長
を
は
じ
め
︑
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加
藤
公
使
︑
朝
鮮
の
外
部
大
臣
︑
学
部
大
臣
が
演
説
し
た
︒
運
動
会
の
費
用
は
居
留
官
民
二
〇
〇
余
円
︑
朝
鮮
学
部
官
吏
二
〇
余
元
︑
そ
の
他

諸
学
校
か
ら
の
寄
附
金
で
賄
っ
た㉓
︒

七
月
末
に
な
る
と
︑
平
均
出
席
者
が
一
一
五
名
に
上
り
︑
既
存
の
校
舎
で
は
収
容
で
き
ず
︑
庭
に
天
幕
を
張
っ
て
教
場
に
充
て
教
授
し
た
も

の
の
︑
入
学
希
望
者
を
断
ら
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
な
っ
た
︒
小
島
堂
長
は
八
月
上
旬
か
ら
新
校
舎
購
入
資
金
の
募
集
に
着
手
し
︑
仁
川
に
出

向
き
︵
九
月
三
日
︶
︑
加
藤
公
使
に
﹁
経
常
費
予
算
案
﹂
﹁
補
助
金
御
増
額
請
願
書
﹂
を
提
出
︵
九
月
一
二
日
︶
す
る
な
ど
︑
寄
附
金
集
め
に
奔
走

し
た
︒

加
藤
公
使
も
小
島
の
書
類
を
添
付
し
︑
九
月
二
〇
日
外
務
省
に
校
舎
購
入
補
助
金
五
〇
〇
円
と
︑
授
業
拡
張
補
助
金
月
七
〇
円
の
増
額
を
請

願
し
た㉔
︒
学
生
増
加
に
よ
り
新
校
舎
が
必
要
で
あ
る
と
状
況
を
説
明
し
た
上
で
︑
今
回
校
舎
買
入
の
た
め
に
漢
城
や
仁
川
で
資
金
募
集
に
着
手

し
︑
﹁
別
に
五
百
円
モ
補
助
﹂
す
れ
ば
購
入
で
き
る
と
請
願
理
由
を
挙
げ
た
︒
学
堂
は
﹁
将
来
頗
ル
好
望
﹂
な
る
が
︑
資
金
不
足
に
よ
り
奨
学

金
︑
文
房
具
な
ど
を
給
与
す
る
道
が
な
く
︑
生
徒
の
奨
励
誘
導
が
で
き
な
い
︒
し
か
し
︑
本
部
か
ら
は
月
五
〇
円
の
経
常
費
も
滞
り
が
ち
で
十

分
期
待
で
き
な
い
︒
目
下
朝
鮮
に
お
け
る
﹁
我
国
学
流
ノ
普
及
最
モ
望
マ
シ
キ
折
柄
﹂
で
あ
る
と
付
け
加
え
︑
外
務
省
に
補
助
を
求
め
た
の
で

あ
る
︒

在
京
城
日
本
婦
人
会
も
一
八
九
七
年
秋
に
開
い
た
慈
善
会
利
益
金
の
一
部
を
京
城
学
堂
に
寄
附
し
た
︒
同
婦
人
会
は
学
堂
支
援
を
漢
城
病
院

の
韓
国
人
施
療
費
︑
贊
化
病
院
付
属
種
痘
医
養
成
所
支
援
と
同
列
上
に
置
き
︑
﹁
直
接
ニ
慈
善
ノ
本
旨
ニ
副
ヒ
︑
間
接
ニ
ハ
此
等
本
邦
人
ノ
経

営
ニ
係
ル
博
愛
的
事
業
ヲ
助
成
シ
テ
韓
人
懷
柔
ノ
方
向
ニ
進㉕
﹂
め
る
と
し
︑
寄
附
の
目
的
が
韓
国
人
懐
柔
と
述
べ
た
が
︑
居
留
官
民
の
学
堂
支

援
に
は
同
様
の
目
論
見
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒

居
留
官
民
の
学
堂
支
援
は
︑
日
本
国
内
か
ら
の
支
援
を
呼
び
か
け
る
契
機
に
も
な
っ
た
︒
本
多
は
大
隈
重
信
に
︑
朝
鮮
で
加
藤
公
使
や
有
志

ら
が
校
舎
買
入
の
た
め
の
募
金
を
行
っ
て
お
り
︑
海
外
教
育
会
か
ら
七
〇
〇
円
ほ
ど
支
出
す
れ
ば
目
当
て
の
物
件
を
購
入
で
き
る
と
し
て
︑
基

本
金
用
途
で
約
束
し
た
金
額
の
一
部
を
払
込
む
よ
う
依
頼
し
た㉖
︒
近
衛
篤
麿
や
尾
崎
三
良
も
教
場
購
入
の
た
め
に
出
資
し
た㉗
︒

14 (374)



一
〇
月
七
日
外
務
省
は
︑
校
舎
購
入
費
補
助
五
〇
〇
円
及
び
補
助
金
月
七
〇
円
増
額
︵
本
年
度
限
リ
︶
下
付
を
決
め
た㉘
︒
本
部
か
ら
の
送
金

額
は
不
明
だ
が
︑
学
堂
側
は
漢
城
・
仁
川
義
捐
予
約
金
一
二
〇
〇
円
と
他
の
寄
贈
金
を
併
せ
た
一
九
〇
〇
円
で
明
洞
に
教
場
用
の
土
地
を
購
入

し
修
繕
を
行
っ
た
︒
ち
な
み
に
こ
の
時
期
︑
日
本
国
内
で
本
多
が
説
明
し
た
学
堂
は
﹁
日
本
文
化
・
文
明
の
朝
鮮
移
植
﹂
を
目
標
と
し
た
学
校

で
︑
言
葉
の
学
校
で
は
な
く
﹁
真
の
﹂
普
通
学
を
学
ぶ
場
所
で
あ
っ
た㉙
︒

と
こ
ろ
が
一
二
月
一
部
の
学
生
が
同
盟
休
学
し
︑
廃
校
の
危
機
に
陥
っ
た
と
さ
れ
る㉚
︒
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
︑
こ
の
後
す
ぐ
堂
長
以
外
の

全
教
員
が
入
替
わ
っ
た
こ
と
︵
石
川
三
之
助
か
ら
小
林
石
松
に
︑
劉
漢
容
︑
李
台
煥
か
ら
高
羲
駿
︑
李
義
直
へ
と
交
替㉛
︶
か
ら
︑
学
内
で
教
員
関
連
の

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
︒

こ
の
際
︑
学
則
が
改
正
さ
れ
︑
学
堂
運
営
に
関
す
る
評
議
員
会
規
則
や
会
計
規
則
も
設
け
ら
れ
た
︒
﹁
京
城
学
堂
規
則㉜
﹂
︵
全
二
八
条
︶
に
よ

る
と
︑
﹁
韓
語
及
日
本
語
ヲ
以
テ
普
通
学
科
ヲ
教
授
ス
﹂
︵
三
条
︶
︑
﹁
大
日
本
海
外
教
育
会
ノ
保
持
ニ
係
リ
在
京
城
会
員
ニ
依
リ
テ
組
織
シ
タ
ル

評
議
会
﹂
の
監
督
を
受
け
る
︵
四
条
︶
︑
﹁
授
業
料
ヲ
徴
セ
ズ
且
在
学
中
ハ
教
科
書
ヲ
貸
与
又
ハ
給
与
シ
及
ビ
必
要
ノ
筆
紙
墨
ヲ
支
給
ス
﹂
︵
六

条
︶
が
明
記
さ
れ
た
︒
そ
し
て
︑
専
修
学
部
の
規
定
を
削
除
し
︑
普
通
部
︵
尋
常
科
・
高
等
科
各
三
年
︶
と
特
別
部
︵
日
本
語
速
成
科
一
年
︶
の
二

部
制
に
し
︑
入
・
退
学
手
続
き
や
賞
罰
を
詳
し
く
設
定
し
直
し
た
︒
こ
の
一
年
後
学
堂
で
は
︑
在
籍
者
一
三
六
名
︵
平
均
出
席
者
一
〇
八
名
︶
が

普
通
科
︑
特
別
科
︑
漢
文
科
の
五
級
に
分
け
ら
れ
授
業
を
受
け
た
︒
教
科
の
中
で
特
に
珠
算
︑
簿
記
の
両
科
は
﹁
他
学
校
ノ
課
程
中
ニ
ナ
キ
所

ニ
シ
テ
︑
本
校
ニ
於
テ
ハ
日
本
語
ニ
次
ク
ノ
主
要
学
科
﹂
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
︑
日
本
語
︑
珠
算
︑
簿
記
教
育
に
重
点
が
置
か
れ
た
こ
と

が
確
認
で
き
る㉝
︒

学
堂
の
運
営
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
は
学
堂
評
議
会
で
あ
る
︒
一
二
月
二
六
日
付
﹁
京
城
学
堂
評
議
員
会
規
則㉞
﹂
︵
全
一
三
条
︶
に

よ
る
と
︑
﹁
学
堂
の
事
業
を
直
接
評
議
監
督
す
る
為
﹂
評
議
会
を
設
け
︑
﹁
在
京
城
日
本
海
外
教
育
会
員
中
よ
り
互
選
﹂
す
る
評
議
会
員
の
総
数

は
一
五
名
で
︑
議
長
一
人
と
書
記
二
人
を
置
く
︒
評
議
監
督
事
項
は
学
事
と
会
計
で
︑
﹁
各
一
名
の
専
任
委
員
を
置
き
議
長
之
を
指
定
﹂
す
る

こ
と
が
決
ま
り
︑
京
城
居
留
官
民
が
評
議
会
を
通
し
て
学
堂
運
営
に
直
接
関
与
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
学
堂
評
議
会
に
関
す
る
構
想
は
︑
開
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校
前
の
一
八
九
六
年
三
月
小
島
が
小
村
寿
太
郎
公
使
に
面
談
し
た
際
に
提
案
さ
れ
た
︒
小
島
が
本
部
に
宛
て
た
書
簡
に
は
︑
公
使
の
忠
告
に
従

っ
て
﹁
公
使
館
︑
領
事
館
︑
顧
問
官
︑
補
佐
官
及
居
留
民
議
員
等
の
間
に
学
堂
の
評
議
員
或
は
海
外
教
育
会
会
員
を
募
集
﹂
す
る
こ
と
を
決
め

た
と
記
さ
れ
て
い
る㉟
︒
学
堂
評
議
会
が
実
際
組
織
さ
れ
る
ま
で
時
間
が
か
か
っ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
︑
一
八
九
八
年
学
堂
評
議
会
の
顔
ぶ

れ
は
会
長
加
藤
公
使
︑
評
議
員
日
置
益
書
記
官
︑
秋
月
左
都
夫
領
事
︑
野
津
鎮
武
大
尉
︑
国
分
象
太
郎
通
訳
官
︑
佐
々
木
清
麿
第
一
銀
行
京
城

支
店
長
︑
乾
長
次
郞
︑
藤
井
友
吉
︑
中
村
再
造
で
あ
っ
た
︒
な
お
︑
同
年
九
月
に
は
漢
城
・
仁
川
で
三
円
以
上
の
寄
附
者
に
海
外
教
育
会
入
会

を
請
い
︑
特
別
会
員
七
名
︑
普
通
会
員
八
四
名
合
せ
て
九
一
名
の
現
地
会
員
を
集
め
た㊱
︒

以
上
の
よ
う
に
︑
漢
城
・
仁
川
居
留
官
民
は
学
校
行
事
や
新
校
舎
購
入
へ
助
力
し
た
が
︑
学
堂
運
営
陣
は
そ
の
助
力
者
を
海
外
教
育
会
会
員

に
改
め
︑
支
援
基
盤
を
築
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
︒
そ
し
て
︑
駐
韓
公
使
や
書
記
官
︑
第
一
銀
行
京
城
支
店
長
︑
居
留
民
有
力
者
で
構
成
さ
れ

た
評
議
会
の
監
督
を
受
け
な
が
ら
学
堂
は
運
営
さ
れ
て
い
っ
た
︒

こ
の
時
期
の
学
堂
が
学
堂
内
の
集
会
・
討
論
会
開
催
を
社
会
教
育
の
場
と
み
な
し
︑
規
制
し
な
か
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
︒
一
八
九
八

年
二
月
独
立
協
会
が
万
民
共
同
会
を
開
催
し
ロ
シ
ア
人
財
政
顧
問
・
軍
事
教
官
の
不
当
性
を
糾
弾
す
る
中
︑
京
城
学
堂
を
中
心
に
︑
英
︑
米
︑

露
︑
佛
語
学
校
︑
師
範
学
校
︑
官
立
小
学
校
の
生
徒
な
ど
毎
回
三
︑
四
〇
〇
人
が
集
ま
る
光
武
協
会
が
設
立
さ
れ
た
︒
学
堂
で
集
会
︑
討
論
会

と
演
説
会
が
開
催
さ
れ
︑
教
師
高
羲
駿
と
生
徒
金
鎮
玉
︵
後
に
三
南
学
堂
教
師
︶
が
機
関
誌
﹃
大
韓
新
報
﹄
︵
ハ
ン
グ
ル
専
用
週
刊
誌
︶
の
編
輯
を

分
担
す
る
な
ど
︑
堂
内
の
朝
鮮
人
教
師
や
学
生
の
活
動
が
独
立
協
会
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
形
で
活
発
だ
っ
た
︒
学
堂
は
光
武
協
会
を
﹁
学
堂
規

則
中
ニ
ア
ル
講
談
会
ノ
旨
意
ニ
基
キ
猶
ホ
之
ヲ
学
堂
以
外
ニ
及
ホ
﹂
す
社
会
教
育
の
場
と
述
べ
て
お
り
︑
教
師
や
学
生
の
活
動
に
対
す
る
警
戒

は
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い㊲
︒
当
時
︑
集
会
で
批
判
の
的
に
な
っ
た
の
が
主
に
ロ
シ
ア
で
あ
っ
た
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒

小
島
が
高
羲
駿
に
つ
い
て
︑
﹁
韓
人
中
に
て
は
最
も
有
望
の
人
物
に
有
之
︑
現
今
は
甚
窮
屈
中
に
あ
れ
ど
も
独
立
派
の
得
勢
し
た
る
暁
ろ
は
局

長
参
事
官
以
上
の
地
位
に
は
到
り
得
る
人
物
﹂
と
評
価
し
︑
独
立
派
政
権
を
見
込
ん
で
情
勢
を
静
観
し
た
形
跡
も
あ
り
興
味
深
い㊳
︒
排
日
を
訴

え
な
い
限
り
こ
れ
ら
の
活
動
は
む
し
ろ
支
援
す
る
対
象
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
︒
日
本
国
内
で
も
﹁
現
時
京
城
に
あ
り
て
問
題
と
最
も
独
立
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の
精
神
に
富
む
有
為
の
青
年
は
京
城
学
堂
の
卒
業
生
及
び
生
徒
に
多
﹂
い
と
紹
介
さ
れ
︑
学
堂
は
教
育
効
果
が
甚
大
で
﹁
朝
鮮
人
の
教
育
の
甲

斐
あ
る
を
知
る
に
足
﹂
る
も
の
と
評
価
さ
れ
た㊴
︒

︵
四
︶

韓
国
政
府
に
よ
る
認
可
と
有
力
政
財
界
人
・
団
体
に
よ
る
支
援
拡
大

一
八
九
八
年
三
月
一
四
日
加
藤
公
使
は
︑
新
教
場
購
入
や
評
議
会
を
組
織
し
た
こ
と
を
外
務
省
に
報
告
し
︑
﹁
該
学
堂
ニ
対
シ
間
断
ナ
ク
監

督
﹂
す
る
と
積
極
的
に
学
堂
運
営
に
関
与
す
る
姿
勢
を
強
調
し
な
が
ら
︑
補
助
金
継
続
を
申
請
し
た㊵
︒
駐
韓
公
使
や
第
一
銀
行
京
城
支
店
支
配

人
が
学
堂
評
議
会
役
員
だ
っ
た
こ
と
は
︑
漢
城
を
訪
問
す
る
日
本
人
有
力
者
の
学
堂
参
観
に
も
つ
な
が
っ
た
︒
渋
沢
栄
一
︵
五
月
八
日
︶
︑
清
浦

奎
吾
・
松
平
正
直
︵
七
月
二
六
日
︶
︑
伊
藤
博
文
︵
八
月
二
九
日
︶
ら
が
訪
問
し
︑
学
堂
の
状
況
が
韓
国
や
日
本
に
広
く
知
ら
さ
れ
た
︒
小
島
堂
長

の
言
葉
を
借
り
る
と
︑
一
八
九
八
年
は
﹁
一
片
ノ
報
告
書
ヨ
リ
モ
日
本
諸
名
士
ノ
来
観
ニ
ヨ
リ
テ
洽
ク
内
外
ニ
紹
介
﹂
さ
れ
た
年
だ
っ
た
︒
小

島
は
そ
の
影
響
で
学
堂
の
名
声
が
高
ま
り
︑
漢
城
以
外
の
遠
方
か
ら
も
青
年
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
た
︒
一
八
九
八
年
五
月
日
本
の

要
求
で
城
津
・
群
山
・
馬
山
三
港
が
開
港
︑
平
壌
も
開
市
さ
れ
︑
九
月
京
釜
鉄
道
敷
設
権
が
日
本
人
に
付
与
さ
れ
た
︒
渋
沢
ら
の
韓
国
訪
問
は

日
本
の
権
益
獲
得
の
後
押
し
や
調
査
が
目
的
で
あ
り
︑
こ
の
よ
う
な
動
き
が
一
部
韓
国
人
青
年
の
学
堂
へ
の
関
心
を
高
め
た
と
思
わ
れ
る
︒

更
に
一
二
月
二
六
日
韓
国
学
部
衙
門
は
京
城
学
堂
を
政
府
の
認
可
学
校
と
す
る
認
許
状
を
交
付
し
た
︒
韓
国
政
府
が
主
意
目
的
や
教
授
課
程

と
も
官
立
学
校
と
同
等
と
学
堂
を
評
価
し
︑
翌
年
か
ら
年
三
六
〇
元
︵
二
五
一
円
相
当㊶
︶
の
補
助
金
を
下
付
す
る
と
決
め
た
こ
と
は
︑
学
堂
運

営
に
強
い
追
い
風
に
な
っ
た
︒
小
島
は
︑
韓
国
学
部
が
各
学
校
の
保
護
奨
励
方
針
を
採
る
中
︑
学
堂
も
拡
張
し
て
漢
城
教
育
界
に
お
け
る
模
範

学
校
の
地
位
に
達
し
た
い
と
希
望
し
た
︒
小
島
は
平
壤
︑
開
城
︑
全
州
な
ど
枢
要
都
会
に
分
校
を
設
置
す
る
こ
と
を
提
言
し
︑
特
に
開
城
府
は

居
留
民
か
ら
京
城
学
堂
の
分
校
設
置
が
要
請
さ
れ
た
と
し
た
上
で
︑
韓
国
で
は
﹁
都
鄙
到
ル
処
ニ
学
校
ヲ
起
シ
教
育
ヲ
奨
励
﹂
し
て
い
る
も
の

の
︑
人
材
や
財
力
不
足
で
そ
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
︒
﹁
我
義
俠
ナ
ル
日
本
国
民
ニ
訴
ヘ
其
ノ
翼
賛
ニ
ヨ
リ
テ
︑
韓
国
教
育
ノ
事

業
ヲ
完
成
﹂
す
る
と
訴
え
た㊷
︒
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海
外
教
育
会
も
有
力
者
の
学
堂
視
察
や
韓
国
国
内
の
協
調
的
な
動
向
を
新
た
な
寄
附
金
募
集
と
事
業
拡
張
に
繫
げ
よ
う
と
し
た
︒
九
月
二
〇

日
大
隈
宅
で
開
か
れ
た
評
議
会
で
は
︑
﹁
排
日
熱
は
全
く
去
り
該
国
政
府
及
人
民
も
皆
同
情
﹂
し
て
お
り
︑
事
業
拡
張
に
適
期
と
学
堂
視
察
報

告
を
し
た
本
多
の
意
見
も
あ
り
︑
拡
張
に
関
す
る
協
議
が
行
わ
れ
た㊸
︒

渋
沢
や
伊
藤
ら
学
堂
視
察
者
を
海
外
教
育
会
事
業
に
関
与
さ
せ
た
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
︒
一
八
九
九
年
二
月
一
四
日
渋
沢
・
押
川
ら
の
名

義
で
懇
談
会
を
開
き
︑
青
木
周
蔵
や
三
井
八
郎
次
郎
な
ど
政
・
財
界
の
有
力
者
四
〇
余
名
に
対
し
義
捐
金
を
募
集
し
た㊹
︒
伊
藤
が
開
校
二
年
目

の
京
城
学
堂
が
日
本
語
教
育
に
関
し
て
既
に
成
果
を
出
し
て
い
る
と
演
説
し
︑
大
隈
は
日
本
語
教
育
が
商
業
的
・
政
治
的
利
益
に
繫
が
る
と
話

し
︑
渋
沢
は
海
外
教
育
会
の
財
政
窮
状
を
訴
え
︑
来
会
者
の
出
資
を
要
請
し
た
︒
特
に
渋
沢
は
学
堂
教
育
に
つ
い
て
︑
週
二
八
時
間
授
業
の
多

く
は
日
本
語
会
話
と
数
学
で
あ
り
︑
読
書
︑
軍
歌
︑
体
操
な
ど
も
揃
っ
て
い
る
高
等
小
学
校
レ
ベ
ル
と
概
説
し
た
後
︑
簿
記
や
手
紙
を
書
く
な

ど
二
︑
三
の
﹁
商
業
実
修
﹂
科
を
加
え
︑
普
通
の
小
学
よ
り
幾
分
か
﹁
B
u
sin
ess
S
ch
ool﹂
の
性
質
を
兼
ね
備
え
る
べ
き
だ
と
学
堂
教
育
の

改
善
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
︒
こ
の
場
で
は
学
堂
拡
張
︑
分
校
二
か
所
設
立
で
年
五
〇
〇
〇
円
が
必
要
だ
と
し
て
義
捐
が
訴
え
ら
れ
︑
三
井
家
︑

岩
崎
弥
之
助
︑
古
河
市
兵
衛
な
ど
個
人
や
第
一
銀
行
︑
京
仁
鉄
道
会
社
な
ど
法
人
か
ら
四
八
件
︑
一
五
三
〇
〇
円
の
寄
附
が
即
納
ま
た
は
年
賦

払
い
で
約
束
さ
れ
た
︒
原
資
目
標
一
〇
万
円
に
は
及
ば
な
い
額
で
あ
る
が
︑
朝
鮮
事
業
を
目
論
む
財
界
人
が
学
堂
支
援
に
加
わ
る
こ
と
で
学
堂

教
育
に
実
業
性
や
即
効
性
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

一
方
︑
東
亜
同
文
会
は
中
国
と
と
も
に
韓
国
の
教
育
事
業
を
計
画
す
る
中
で
︑
事
業
の
重
複
を
避
け
る
た
め
︑
海
外
教
育
会
と
話
し
合
っ
た
︒

一
八
九
九
年
三
月
一
六
日
押
川
は
同
会
会
長
で
海
外
教
育
会
評
議
員
で
も
あ
る
近
衛
篤
麿
に
﹁
海
外
教
育
会
に
於
て
東
亜
同
文
会
の
朝
鮮
教
育

事
業
は
引
受
た
し
﹂
と
申
出
て
近
衛
が
承
知
し
た
︒
し
か
し
翌
日
近
衛
が
青
木
周
蔵
外
務
大
臣
に
東
亜
同
文
会
の
事
業
計
画
を
相
談
す
る
と
︑

青
木
は
﹁
京
城
学
堂
等
の
事
業
は
同
文
会
に
引
継
ぎ
た
し
﹂
と
話
し
た
︒
こ
れ
に
対
し
近
衛
は
﹁
予
算
外
別
の
保
護
金
を
受
く
る
に
非
ざ
れ
ば

引
受
け
難
し
﹂
と
答
え
た
︒
三
〇
日
東
亜
同
文
会
が
一
八
九
九
年
度
予
算
案
を
示
す
と
︑
青
木
外
相
は
﹁
漢
城
病
院
の
補
助
を
削
り
て
京
城
学

堂
を
補
助
す
る
﹂
よ
う
修
正
を
求
め
︑
同
会
は
こ
れ
に
応
じ
︑
京
城
学
堂
へ
の
補
助
を
決
定
し
た
︒
外
務
大
臣
の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ
た
学
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堂
へ
の
補
助
金
出
資
は
年
間
一
二
〇
〇
円
で
︑
こ
の
金
額
は
変
動
な
く
学
堂
献
納
ま
で
続
い
た
︒

東
亜
同
文
会
の
一
八
九
九
年
度
事
業
費
予
算
説
明
に
は
︑
﹁
語
学
校
の
設
け
は
京
城
最
も
必
要
な
る
も
︑
既
に
韓
国
政
府
の
日
語
学
校
あ
り
︑

且
つ
居
留
民
の
言
語
上
感
化
亦
少
な
か
ら
ざ
る
を
以
て
︑
唯
現
在
の
京
城
学
堂
を
補
助
す
る
に
止
め
︑
更
に
新
設
せ
ず
﹂
と
さ
れ
︑
既
存
学
校

地
域
と
重
複
を
避
け
︑
学
堂
を
補
助
す
る
方
針
が
打
明
け
ら
れ
た㊺
︒

一
八
九
九
年
四
月
七
日
加
藤
公
使
は
外
務
省
に
一
八
九
八
年
度
学
堂
年
報
を
進
達
す
る
と
共
に
︑
遂
に
韓
国
政
府
の
認
可
学
校
に
な
っ
た
と

報
告
し
︑
﹁
此
機
会
を
外
さ
す
︑
同
堂
を
し
て
益
々
事
業
を
拡
張
せ
し
め
︑
追
々
は
主
要
な
る
内
地
の
都
邑
に
小
規
模
の
分
校
を
も
設
置
せ
し

め
︑
韓
人
啓
発
の
目
的
﹂
を
果
た
し
︑
外
務
省
の
意
図
に
沿
う
よ
う
に
で
き
る
と
し
て
︑
補
助
金
下
付
を
請
願
し
た
︵
四
月
二
六
日
﹁
本
年
度
限

り
﹂
で
許
可㊻
︶
︒

一
八
九
九
年
六
月
一
四
日
第
一
回
卒
業
式
が
行
わ
れ
︑
普
通
科
二
名
︑
特
別
科
一
二
名
︑
合
計
一
四
名
の
卒
業
生
を
出
し
た
︒
式
の
終
わ
り

に
は
大
韓
帝
国
を
称
え
︑
旧
弊
を
改
革
し
て
文
明
自
治
独
立
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
の
歌
詞
が
盛
り
込
ま
れ
た
校
歌
が
歌
わ
れ
︑
韓
国
の
大
臣
ら

と
日
本
の
公
領
事
館
員
︑
諸
新
聞
記
者
な
ど
二
〇
〇
名
が
臨
席
し
た㊼
︒

乙
未
事
変
や
俄
館
播
遷
で
日
本
の
勢
力
が
低
迷
す
る
中
で
開
校
さ
れ
た
京
城
学
堂
は
︑
当
時
漢
城
で
日
本
人
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
唯
一
の

私
立
日
語
学
校
だ
っ
た
︒
駐
韓
公
使
ら
は
学
堂
を
日
本
の
勢
力
維
持
の
手
段
と
み
な
し
︑
小
島
堂
長
と
二
人
三
脚
で
運
営
資
金
調
達
や
漢
城
・

仁
川
海
外
教
育
会
会
員
募
集
な
ど
学
堂
維
持
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
︒
一
八
九
八
年
以
降
日
本
人
の
朝
鮮
進
出
が
見
込
ま
れ
る
と
︑
日
本
国

内
の
支
援
に
財
界
人
が
加
わ
り
︑
学
堂
拡
張
の
み
な
ら
ず
分
校
設
置
も
現
実
化
し
て
く
る
︒
と
こ
ろ
が
小
島
は
﹁
京
城
学
堂
ノ
基
礎
も
明
確
﹂

に
立
っ
た
と
し
︑
帰
国
し
て
暫
時
一
家
の
整
理
を
し
た
い
旨
を
本
部
に
伝
え㊽
︑
卒
業
式
を
一
区
切
り
に
堂
長
を
辞
任
し
た
︒
時
を
前
後
し
て
学

堂
評
議
会
役
員
も
交
代
し
︑
新
た
な
陣
容
で
学
堂
が
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
東
亜
同
文
会
や
民
間
韓
国
人
有
志
ら
に
よ
る
日
語
学
校
の

開
設
も
続
く
中
︑
新
運
営
陣
に
よ
っ
て
学
堂
の
教
育
方
針
や
教
育
体
制
も
変
わ
っ
て
い
く
︒
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①

前
掲
﹁
京
城
学
堂
報
告
﹂
︒

②

﹁
京
城
学
堂
堂
則
﹂
︵
一
八
九
六
年
五
月
二
九
日
陸
奥
宗
光
外
相
宛
小
村
公
使

﹁
機
密
第
三
七
号
京
城
学
堂
へ
補
助
金
下
附
相
成
度
件
上
申
﹂
別
紙
﹃
補
助
﹄
︶
︒

③

﹁
京
城
学
堂
現
況
及
計
画
﹂
同
前
︑
註
①
︒

④

神
宮
茂
八
︵
一
八
七
一
年
生
︑
本
籍
群
馬
︶
は
︑
一
八
九
三
年
同
志
社
普
通
学

校
卒
業
︑
一
八
九
五
年
乙
未
義
塾
教
師
︑
一
八
九
六
年
四
月
～
六
月
京
城
学
堂
教

師
︑
そ
の
後
︑
ハ
ワ
イ
の
製
糖
会
社
︑
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
石
油
会
社
朝
鮮
総
支
配

人
︑
京
城
モ
ー
タ
ー
ズ
株
式
会
社
専
務
取
締
役
を
務
め
る
︵
﹃
在
朝
鮮
内
地
人
紳

士
名
鑑
﹄
朝
鮮
公
論
社
︑
一
九
一
七
年
︶
︒

⑤

﹁
朝
鮮
の
教
育
近
況
﹂
﹃
教
育
時
論
﹄
︵
三
七
四
号
︑
一
八
九
五
年
九
月
五
日
︶
︑

﹁
漢
城
通
信
﹂
﹃
基
督
教
新
聞
﹄
︵
六
五
四
号
︑
一
八
九
六
年
二
月
一
四
日
︶
︒

⑥

﹁
京
城
通
信
﹂
﹃
基
督
教
新
聞
﹄
六
一
七
号
︑
一
八
九
五
年
五
月
二
四
日
︒

⑦

前
掲
﹁
京
城
学
堂
現
況
及
計
画
﹂
︒

⑧

前
掲
﹁
機
密
第
三
七
号
京
城
学
堂
補
助
金
下
附
相
成
度
件
上
申
﹂
︒

⑨

一
八
九
六
年
五
月
四
日
勝
田
孫
弥
宛
押
川
﹃
書
簡
集
一
﹄
︒

⑩

前
掲
﹁
海
外
教
育
会
と
本
多
監
督
︵
海
外
教
育
会
長
押
川
方
義
氏
談
︶
﹂
︒

⑪

﹃
近
衛
篤
麿
日
記
第
一
巻
﹄
鹿
島
研
究
所
出
版
会
︑
一
九
六
八
年
︑
一
三
一
︑

一
三
七
︑
二
五
三
︑
三
一
六
頁
︒

⑫

一
八
九
六
年
六
月
二
五
日
勝
田
宛
押
川
﹃
書
簡
集
一
﹄
︒

⑬

﹁
一
八
九
六
年
七
月
一
七
日
伊
藤
宛
巌
本
・
押
川
﹂
﹃
伊
藤
博
文
関
係
文
書
九

巻
﹄
塙
書
房
︑
一
九
八
一
年
︑
七
二

七
三
頁
︒

⑭

原
奎
一
郎
編
﹃
原
敬
日
記
一
巻
﹄
福
村
出
版
︑
一
九
六
五
年
︑
二
四
一

二
四

二
頁
︒

⑮

一
八
九
六
年
八
月
二
七
日
西
園
寺
公
望
外
相
宛
原
公
使
﹁
電
受
第
五
七
五
号
﹂

﹃
補
助
﹄
︒

⑯

﹁
対
韓
策
二
﹂
﹃
原
敬
関
係
文
書
第
六
巻
書
類
編
三
﹄
日
本
放
送
出
版
協
会
︑
一

九
八
六
年
︑
一
一
九

一
二
〇
頁
︒

⑰

一
八
九
六
年
八
月
三
一
日
原
公
使
宛
西
園
寺
外
相
﹁
機
密
第
七
四
号
京
城
学
堂

へ
補
助
金
下
付
之
件
﹂
﹃
補
助
﹄
︒

⑱

一
八
九
六
年
八
月
二
九
日
原
公
使
宛
外
相
﹁
電
送
第
三
三
〇
号
﹂
﹃
補
助
﹄
︒

⑲

註
①
︒
小
村
や
原
な
ど
駐
韓
公
使
が
の
ち
に
外
務
本
省
に
戻
り
︑
次
官
・
大
臣

と
し
て
こ
の
問
題
に
か
か
わ
る
こ
と
を
考
え
る
と
︑
彼
ら
が
外
務
省
の
朝
鮮
政
策

に
お
け
る
日
語
学
校
の
位
置
づ
け
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
︑
政
策
変
化
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
な
ど
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
︒

⑳

一
八
九
七
年
二
月
一
日
大
隈
外
相
宛
加
藤
増
雄
﹁
機
密
第
六
号
京
城
学
堂
ヘ
ノ

補
助
金
継
続
相
成
度
件
﹂
﹃
補
助
﹄
︒

㉑

一
八
九
七
年
二
月
二
七
日
加
藤
公
使
宛
大
隈
外
相
﹁
機
密
送
第
一
一
号
﹂
﹃
補

助
﹄
︒

㉒

一
八
九
六
年
三
月
一
九
日
︑
三
月
二
三
日
勝
田
孫
弥
宛
小
島
﹃
書
簡
集
一
﹄
︒

居
留
民
や
守
備
隊
兵
士
に
韓
国
語
を
教
え
る
学
生
も
い
た
︵
一
八
九
七
年
一
二
月

三
〇
日
﹁
明
治
三
十
年
度
京
城
学
堂
報
告
﹂
﹁
機
密
第
一
一
号
京
城
学
堂
ノ
補
助

金
継
続
方
ニ
関
ス
ル
件
﹂
別
紙
﹃
補
助
﹄
︶
︒

㉓

﹁
運
動
会
﹂
﹃
独
立
新
聞
﹄
︵
一
八
九
七
年
四
月
一
五
日
︶
︑
前
掲
﹁
明
治
三
十
年

度
京
城
学
堂
報
告
﹂
︒

㉔

一
八
九
七
年
九
月
二
〇
日
大
隈
外
相
宛
加
藤
公
使
﹁
機
密
第
五
八
号
京
城
学
堂

ヘ
ノ
補
助
金
増
額
請
求
ニ
関
ス
ル
件
﹂
﹃
補
助
﹄
︒

㉕

一
八
九
八
年
九
月
一
四
日
﹁
在
京
城
日
本
人
婦
人
会
ニ
助
成
金
下
賜
相
成
度
件

機
密
第
三
一
号
﹂
﹃
駐
韓
日
本
公
使
館
記
録
一
二
巻
﹄
国
史
編
纂
委
員
会
︑
一
九

九
五
年
︒

㉖

一
八
九
七
年
九
月
一
七
日
﹁
一
一
七
一

一
本
多
庸
一
書
翰
﹂
﹃
大
隈
重
信
関

係
文
書
九
巻
﹄
み
す
ず
書
房
︑
二
〇
一
三
年
︑
二
八
六
頁
︒
同
書
に
は
一
八
九
八

年
と
表
記
︒

㉗

前
掲
﹃
近
衛
篤
麿
日
記
第
一
巻
﹄
二
九
四
頁
︑
﹃
尾
崎
三
良
日
記
下
巻
﹄
︵
中
央

公
論
社
︑
一
九
九
一
年
︑
一
三
三

一
三
四
頁
︶
︒
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㉘

一
八
九
七
年
一
〇
月
七
日
加
藤
公
使
宛
大
隈
外
相
﹁
機
密
送
第
八
三
号
﹂
﹃
補

助
﹄
︒

㉙

﹁
朝
鮮
教
育
談
﹂
﹃
東
邦
協
会
々
報
﹄
四
〇
号
︑
一
八
九
七
年
︒

㉚

前
掲
﹁
明
治
三
十
年
度
京
城
学
堂
報
告
﹂
︒

㉛

小
林
石
松
は
一
八
九
五
年
京
城
基
督
教
徒
俱
楽
部
︑
元
米
国
病
院
薬
剤
方
︑
学

堂
で
は
数
学
︑
地
理
︑
歴
史
担
当
︵
一
八
九
九
年
五
月
ま
で
勤
務
︑
後
任
は
佐
久

間
賢
次
郎
︶
︒
高
羲
駿
は
一
八
九
五
年
二
月
官
立
日
語
学
校
修
学
後
︑
日
本
留
学

︵
押
川
同
伴
︶
︑
学
堂
で
は
日
本
語
及
び
通
訳
担
当
︵
一
九
〇
一
年
ま
で
勤
務
︶
︒

石
川
三
之
助
︑
劉
漢
容
は
一
八
九
七
年
一
二
月
中
旬
漢
城
学
堂
設
立
に
係
っ
た

︵
一
八
九
八
年
五
月
九
日
西
徳
二
郎
外
相
宛
兵
庫
県
知
事
大
森
鍾
一
﹁
兵
発
秘
第

二
四
〇
号
﹂
﹃
韓
国
近
代
史
資
料
集
成
一
巻
要
視
察
韓
国
人
挙
動
一
﹄
︶
︒

㉜

﹁
京
城
学
堂
規
則
﹂
︵
前
掲
﹁
機
密
第
一
一
号
京
城
学
堂
ノ
補
助
金
継
続
方
ニ
関

ス
ル
件
﹂
別
紙
︶
︒

㉝

﹁
京
城
学
堂
明
治
三
十
一
年
度
報
告
書
﹂
︵
一
八
九
九
年
四
月
七
日
﹁
機
密
第
二

二
号
京
城
学
堂
年
報
進
達
及
ヒ
保
護
金
ノ
件
﹂
別
紙
﹃
補
助
﹄
︶
︒

㉞

一
八
九
七
年
一
二
月
二
六
日
﹁
京
城
学
堂
評
議
員
会
規
則
﹂
︵
前
掲
﹁
機
密
第

一
一
号
京
城
学
堂
ノ
補
助
金
継
続
方
ニ
関
ス
ル
件
﹂
別
紙
︶
︑
同
日
付
﹁
京
城
学

堂
学
堂
会
計
規
則
﹂
︵
同
上
︶
︒

㉟

一
八
九
六
年
三
月
一
九
日
勝
田
孫
弥
宛
小
島
﹃
書
簡
集
一
﹄
︒

㊱

註
㉝
︒

㊲

﹁
光
武
協
会
﹂
﹁
光
武
協
会
規
則
﹂
︵
前
掲
﹁
機
密
第
一
一
号
京
城
学
堂
ノ
補
助

金
継
続
方
ニ
関
ス
ル
件
﹂
別
紙
︶
︑
註
㉝
︒

㊳

一
八
九
九
年
二
月
二
五
日
本
多
宛
小
島
﹃
書
簡
集
二
﹄
︒
ち
な
み
に
︑
高
は
一

九
〇
九
年
一
進
会
︑
一
九
二
〇
年
代
国
民
協
会
に
参
加
し
︑
親
日
派
と
分
類
さ
れ

て
い
る
︵
﹃
親
日
人
名
辞
典
﹄
民
族
問
題
研
究
所
︑
二
〇
〇
九
年
︶
︒

㊴

﹁
朝
鮮
留
学
生
の
近
状
﹂
﹃
東
京
朝
日
新
聞
﹄
一
八
九
八
年
三
月
三
〇
日
︒

㊵

一
八
九
八
年
三
月
一
四
日
西
徳
二
郎
外
相
宛
加
藤
公
使
﹁
機
密
第
一
一
号
京
城

学
堂
ノ
補
助
金
継
続
方
ニ
関
ス
ル
件
﹂
﹃
補
助
﹄
︑
四
月
六
日
機
密
一
八
号
で
許
可

︵
前
同
︶
︒

㊶

佐
々
木
清
麿
は
会
計
報
告
の
中
で
韓
貨
一
二
〇
元
を
日
貨
八
七
円
と
換
算
し
た

︵
一
八
九
九
年
一
一
月
二
六
日
本
多
庸
一
宛
佐
々
木
清
麿
﹃
書
簡
集
第
三
﹄
︶
︒

㊷

註
㉝
︒

㊸

﹁
海
外
教
育
会
評
議
員
会
﹂
﹃
東
京
朝
日
新
聞
﹄
一
八
九
八
年
九
月
二
二
日
︒
本

多
は
八
月
一
二
日
か
ら
九
月
初
旬
ま
で
渡
韓
し
た
が
そ
の
目
的
は
学
堂
視
察
で
あ

っ
た
︵
﹁
朝
鮮
談
﹂
﹃
基
督
教
新
聞
﹄
︵
七
八
七
号
︑
同
年
九
月
一
六
日
︶
︒

㊹

前
掲
﹃
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
二
七
巻
﹄
六
七

七
四
頁
︒
渋
沢
は
学
堂
訪
問
で

会
員
を
自
覚
し
︑
一
八
九
九
年
一
月
会
計
監
督
に
就
任
︵
一
九
〇
九
年
六
月
ま

で
︶
︑
同
年
三
月
一
〇
〇
〇
円
を
寄
附
︵
五
年
年
賦
︶
し
た
︒

㊺

前
掲
﹃
近
衛
篤
麿
日
記
第
二
巻
﹄
二
七
四
︑
三
六
三
頁
︒

㊻

一
八
九
九
年
四
月
七
日
青
木
外
相
宛
加
藤
公
使
﹁
機
密
第
二
二
号
京
城
学
堂
年

報
進
達
及
ヒ
保
護
金
ノ
件
﹂
﹃
補
助
﹄
︑
四
月
二
六
日
加
藤
公
使
宛
青
木
外
相
﹁
機

密
送
二
六
号
﹂
同
︒

㊼

﹁
卒
業
礼
式
﹂
﹃
独
立
新
聞
﹄
一
八
九
九
年
六
月
一
六
日
︒

㊽

一
八
九
九
年
五
月
二
四
日
本
多
宛
小
島
﹃
書
簡
集
二
﹄
︒
一
九
〇
〇
年
漢
城
で

外
国
語
教
育
を
実
施
し
た
私
立
学
校
は
一
〇
校
︒
培
材
学
堂
︵
年
三
〇
〇
〇
元
学

部
補
助
︶
・
興
化
学
校
・
牛
山
学
校
の
三
校
は
英
語
教
育
︑
鉄
道
学
校
・
光
興
学

校
・
光
成
学
校
・
時
務
学
校
・
漢
陽
学
校
︵
月
七
〇
元
学
部
補
助
︶
・
楽
英
学

校
・
京
城
学
堂
︵
年
三
六
〇
元
学
部
補
助
︶
は
日
本
語
教
育
を
行
っ
た
︵
﹁
京
城

ニ
於
ケ
ル
韓
人
ノ
教
育
就
中
外
国
語
学
ノ
状
況
ニ
関
シ
在
京
城
領
事
ヨ
リ
報
告
ノ

件

明
治
三
十
三
年
六
月
﹂
﹃
学
校
関
係
雑
件
第
一
巻
﹄
外
交
史
料
館
所
蔵
︶
︒

近代日本における民間団体の朝鮮教育事業と支援基盤（鄭）

21 (381)



第
三
章

運
営
方
針
の
転
換
と
官
営
化
へ
の
途
︵
一
八
九
九
年
七
月
～
一
九
〇
六
年
六
月
︶

︵
一
︶

渡
瀬
常
吉
新
堂
長
に
よ
る
実
業
教
育
計
画

一
八
九
九
年
八
月
一
四
日
学
堂
評
議
員
に
堂
長
交
替
や
新
学
堂
創
設
が
知
ら
さ
れ
た
︒
﹁
今
回
本
会
に
於
テ
京
城
学
堂
長
小
島
今
朝
次
郎
氏

の
辞
職
を
承
認
し
新
に
渡
瀬
常
吉
氏
を
同
学
堂
長
に
推
薦
し
宇
津
木
勢
八
氏
に
同
学
堂
教
諭
を
委
嘱
致
し
﹂
近
々
出
発
す
る
こ
と
︑
﹁
又
別
に

韓
南
に
一
新
学
堂
創
設
の
事
を
議
定
し
更
め
て
小
島
今
朝
次
郎
氏
を
右
新
学
堂
々
長
に
推
薦
﹂
し
︑
新
学
堂
は
本
会
本
部
の
直
轄
に
す
る
と
の

内
容
だ
っ
た①
︒
京
城
学
堂
は
朝
鮮
渡
航
経
験
が
な
い
渡
瀬
常
吉
︵
前
福
島
日
本
基
督
教
会
牧
師②
︶
と
宇
津
木
勢
八
︵
前
福
島
師
範
学
校
附
属
小
学
校
訓

導
︶
︑
全
州
に
新
設
さ
れ
る
三
南
学
堂③
は
小
島
が
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

漢
城
に
着
い
た
当
日
渡
瀬
は
︑
押
川
宛
の
書
簡
に
﹁
愈
々
御
立
案
の
植
民
策
の
適
切
な
る
を
感
﹂
じ
︑
﹁
将
来
に
は
商
業
的
に
な
す
と
共
に

学
堂
に
は
農
科
を
も
設
け
度④
﹂
と
記
し
︑
そ
の
後
も
本
部
に
農
科
設
置
を
含
む
韓
国
経
営
の
一
大
計
画
案
を
度
々
提
言
し
た
︒
本
部
か
ら
も
貴

族
子
弟
の
学
校
設
立
に
関
し
て
問
い
合
わ
せ
る
な
ど
︑
教
育
事
業
拡
張
の
雰
囲
気
が
高
ま
っ
た⑤
︒

一
二
月
一
日
渡
瀬
は
林
権
助
公
使
︵
一
八
九
九
年
六
月
～
一
九
〇
六
年
一
月
︶
の
賛
成
を
え
た
と
し
て
︑
農
科
設
置
︑
理
化
学
器
械
購
入
の
件

を
押
川
と
本
多
に
報
告
し
︑
意
見
を
求
め
た⑥
︒

ま
ず
︑
農
科
設
置
に
つ
い
て
︑
﹁
来
年
度
よ
り
は
農
業
に
関
す
る
教
師
を
招
聘
し
て
其
の
方
面
の
事
を
教
授
致
し
度
く
︑
而
し
て
卒
業
の
上

は
志
願
の
卒
業
生
を
予
め
見
立
て
候
地
方
に
派
遣
し
︑
一
方
に
は
農
業
の
教
師
と
し
て
農
民
の
友
た
ら
し
め
︑
一
方
に
は
其
の
子
弟
に
日
本
語

を
初
め
普
通
学
の
一
端
を
も
教
授
せ
し
む
る
様
致
し
︑
是
れ
を
学
堂
の
分
校
と
致
し
候
て
は
如
何
﹂
と
述
べ
︑
農
科
卒
業
生
を
地
方
に
派
遣
し

て
分
校
を
設
立
し
︑
農
民
に
農
業
︑
そ
の
子
弟
に
は
日
本
語
を
含
む
普
通
学
を
教
授
す
る
︒
そ
し
て
日
本
か
ら
農
民
一
家
族
を
実
地
教
師
と
し

て
移
住
さ
せ
る
︒
農
民
に
与
え
る
土
地
は
︑
韓
国
政
府
か
ら
﹁
試
験
田
と
し
て
三
四
町
歩
永
代
借
用
﹂
を
基
に
し
︑
他
は
韓
国
人
農
民
か
ら
買

22 (382)



上
げ
や
開
拓
な
ど
﹁
之
に
適
す
る
地
方
は
実
に
夥
し
き
様
子
﹂
だ
と
展
望
し
︑
﹁
一
方
に
は
卒
業
生
を
実
地
に
採
用
し
︑
他
方
に
一
種
の
殖
民

策
を
施
﹂
す
と
学
堂
事
業
を
日
本
人
植
民
策
に
関
連
付
け
た
︒
渡
瀬
に
と
っ
て
農
科
設
置
は
︑
押
川
の
持
論
で
あ
る
植
民
策
の
実
行
方
法
で
あ

っ
た
︒
押
川
は
か
つ
て
北
海
道
同
志
教
育
会
を
立
ち
上
げ
︑
学
田
農
場
を
設
置
し
同
地
開
拓
を
試
み
た
こ
と
が
あ
っ
た
︒
渡
瀬
が
農
科
や
試
験

田
に
注
目
し
た
の
は
こ
の
学
田
の
影
響
で
は
な
い
だ
ろ
う
か⑦
︒

次
に
︑
学
堂
の
教
育
方
針
を
簡
明
な
﹁
サ
イ
エ
ン
チ
フ
ィ
ッ
ク
﹂
に
導
き
︑
学
生
が
﹁
無
用
の
政
治
的
思
想
に
支
配
﹂
さ
れ
な
い
よ
う
に
し

た
い
と
︑
理
化
学
器
械
購
入
を
要
請
し
た
︒
一
二
月
末
学
堂
は
︑
特
別
科
を
廃
止
し
︑
漢
文
科
を
除
く
す
べ
て
を
普
通
科
︵
三
学
級
︶
に
し
た
︒

学
科
は
各
級
共
通
に
読
書
︑
作
文
︑
会
話
︑
算
術
︑
地
理
︑
歴
史
︑
修
身
と
し
︑
二
︑
三
年
生
に
は
理
科
を
教
授
し
た
︒
守
備
隊
に
嘱
託
し
て

週
三
回
兵
式
体
操
の
演
習
も
行
っ
た
︵
一
年
生
三
六
人
︑
二
年
生
二
九
人
︑
三
年
生
一
〇
人
︶
︒
従
前
の
普
通
学
中
心
の
教
育
が
種
々
の
妄
想
を
生

ん
だ
と
批
判
し
︑
実
業
上
の
智
識
中
心
に
変
え
る
こ
と
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る⑧
︒
こ
れ
が
科
学
的
教
育
︑
実
業
教
育
導
入
の
理
由
と
狙
い
で

あ
っ
た
︒

渡
瀬
は
﹁
実
業
的
風
潮
日
々
盛
﹂
ん
で
︑
﹁
商
業
科
の
一
部
分
は
第
一
銀
行
員
に
も
教
ゆ
る
人
あ
り
︒
農
科
も
津
田
仙
氏
の
門
下
生
あ
り
て
︑

実
地
農
業
に
経
験
あ
る
人
﹂
が
い
る
と
教
員
人
材
確
保
に
も
言
及
し
つ
つ
︑
本
部
に
中
学
諸
規
則
︑
農
学
校
規
則
︑
手
工
学
校
規
則
の
送
付
を

依
頼
し
︑
専
門
科
開
設
を
準
備
し
た⑨
︒
こ
の
結
果
︑
一
九
〇
〇
年
四
月
専
門
科
が
設
置
さ
れ
︑
農
商
学
初
歩
が
教
育
さ
れ
た
︒
そ
し
て
︑
漢
文

科
を
小
学
科
︵
修
身
︑
韓
国
語
︑
日
本
語
︑
算
術
︑
唱
歌
︑
体
操
教
育
︶
に
変
更
し
た
︒
渡
瀬
は
﹁
下
小
学
ヨ
リ
上
専
門
科
ニ
至
ル
迄
デ
一
系
統
﹂

を
作
っ
て
教
育
効
果
を
発
揮
し
た
い
と
考
え
た
︒

一
八
九
九
年
は
堂
長
︑
教
諭
の
み
な
ら
ず
︑
学
堂
評
議
員
の
交
代
も
あ
っ
た
︒
九
月
に
は
林
権
助
新
公
使
を
評
議
会
長
︑
書
記
官
山
座
円
次

郎
を
評
議
員
に
し
︑
一
二
月
に
は
国
分
象
太
郎
通
訳
官
︑
信
夫
淳
平
領
事
館
補
︑
槇
原
正
道
警
官
補
︑
隠
岐
敬
次
郎
漢
城
病
院
長
︑
菊
池
謙
譲

漢
城
新
聞
主
事
の
評
議
員
増
選
も
決
ま
っ
た⑩
︒
一
二
月
二
六
日
学
堂
評
議
会
で
次
年
度
予
算
を
め
ぐ
っ
て
本
部
の
奮
発
を
望
む
意
見
が
出
て
︑

評
議
員
の
間
に
﹁
斯
る
少
額
を
出
し
て
本
部
呼
ば
は
り
は
片
腹
痛
し
﹂
と
本
部
へ
の
不
満
を
漏
ら
す
人
が
い
た
︒
渡
瀬
も
当
地
の
海
外
教
育
会

近代日本における民間団体の朝鮮教育事業と支援基盤（鄭）

23 (383)



員
は
﹁
一
時
の
寄
附
者
﹂
で
継
続
的
支
援
が
期
待
で
き
ず
︑
林
公
使
は
進
ん
で
募
金
に
ま
で
尽
力
す
る
熱
心
さ
は
な
く
︑
学
堂
評
議
員
も
﹁
今

の
連
中
は
気
位
の
み
高
く
し
て
着
実
な
る
相
談
﹂
が
で
き
な
い
と
不
安
を
打
明
け
︑
本
部
役
員
に
林
公
使
と
直
接
話
す
よ
う
要
請
し
た
︒
そ
し

て
新
学
期
か
ら
﹁
漸
次
過
日
提
出
の
方
針
に
従
ひ
拡
張
を
図
る
積
﹂
り
で
︑
な
る
べ
く
多
数
の
生
徒
を
集
め
る
こ
と
が
﹁
林
氏
の
同
情
を
引
く

一
方
法
﹂
と
考
え
た⑪
︒

一
八
九
九
年
度
学
堂
報
告
書
に
よ
る
と⑫
︑
﹁
普
通
学
ノ
智
識
ニ
富
ム
ニ
従
ヒ
︑
種
々
ノ
妄
想
ヲ
去
ル
ヲ
得
ル
ハ
実
際
ノ
事
実
﹂
だ
と
反
省
し
︑

実
業
的
傾
向
を
奨
励
し
︑
各
生
徒
に
自
活
独
立
の
精
神
を
発
揮
し
実
業
上
の
智
識
を
琢
磨
さ
せ
る
教
育
へ
と
方
針
を
改
め
た
︒
卒
業
生
に
仕
官

の
便
宜
や
日
本
留
学
を
さ
せ
る
と
い
う
条
項
を
削
除
し
︑
従
前
と
は
異
な
る
学
生
像
を
打
ち
出
し
た
︒
そ
し
て
将
来
の
希
望
と
し
て
︑
専
門
科

︵
農
業
・
商
業
︶
設
置
︑
附
属
小
学
制
度
拡
張
に
よ
っ
て
京
城
市
内
に
五
校
以
上
の
小
学
校
開
設
︑
地
方
に
試
験
田
を
備
え
た
分
校
設
立
︑
を

あ
げ
た
︒

こ
の
よ
う
な
学
堂
運
営
の
転
換
を
駐
韓
公
使
ら
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
た
の
だ
ろ
う
か
︒

一
九
〇
〇
年
六
月
七
日
京
城
領
事
山
座
円
次
郎
︵
一
八
九
九
年
一
二
月
～
一
九
〇
〇
年
七
月
︶
は
︑
本
省
宛
の
報
告
書
に
︑
韓
国
の
近
代
学
校
設

立
状
況
を
概
説
し
た
後
︑
外
国
語
学
校
が
比
較
的
に
隆
盛
で
京
城
に
あ
る
一
〇
校
の
私
立
外
国
語
学
校
中
﹁
稍
々
見
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
培
裁

マ

マ

学
堂

及
京
城
学
堂
﹂
と
述
べ
た
︒
京
城
学
堂
の
変
化
に
つ
い
て
は
︑
﹁
従
来
学
堂
ノ
生
徒
モ
亦
科
学
的
知
識
ノ
発
達
ヨ
リ
ハ
寧
ロ
弁
論
ニ
巧
ニ
シ
テ

動
モ
ス
レ
ハ
政
論
ニ
走
ル
ノ
趣
ア
リ
タ
ル
ガ
︑
昨
年
渡
瀬
氏
堂
長
ト
ナ
リ
テ
ヨ
リ
専
ラ
科
学
的
思
想
ノ
発
達
ニ
注
意
シ
︑
追
々
農
工
等
ノ
実
業

教
育
ヲ
モ
加
フ
ル
筈
ニ
テ
自
ラ
学
堂
ノ
風
ヲ
一
変
﹂
し
た⑬
と
︑
科
学
的
思
想
の
発
達
を
重
視
す
る
方
に
変
わ
っ
た
こ
と
や
農
工
の
実
業
教
育
を

行
う
計
画
を
肯
定
的
に
評
価
し
た
︒

こ
の
よ
う
な
見
解
は
三
増
久
米
吉
京
城
領
事
︵
一
九
〇
〇
年
六
月
～
一
九
〇
六
年
一
月
︶
の
報
告
書
か
ら
も
窺
え
る
︒
三
増
に
よ
る
と
︑
一
九

〇
一
年
四
月
学
堂
は
︑
小
学
科
︵
二
年
制
︑
一
二
～
一
五
歳
︶
︑
普
通
科
︵
三
年
制
︑
小
学
科
卒
業
生
及
び
一
六
歳
以
上
の
青
年
︶
︑
専
門
科
︵
二
年
制
︑

普
通
科
卒
業
生
︑
普
通
学
及
び
農
商
二
科
初
歩
教
授
︶
の
三
部
制
で
運
営
し
︑
卒
業
生
を
な
る
べ
く
実
業
界
に
送
り
出
す
方
針
を
と
っ
て
い
た
︒
な
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お
﹁
現
時
ノ
農
商
専
門
科
ニ
更
ニ
工
学
ヲ
加
﹂
え
る
計
画
で
︑
特
に
﹁
農
学
ニ
重
キ
ヲ
置
キ
テ
農
事
ノ
改
良
発
達
ヲ
謀
﹂
る
た
め
に
︑
漸
次
地

方
に
学
堂
の
分
校
と
し
て
小
学
校
を
興
し
︑
文
明
の
学
術
を
普
及
し
︑
農
事
の
改
良
を
促
す
方
針
で
あ
る
︒
三
増
は
こ
れ
が
功
を
奏
す
れ
ば

﹁
我
勢
力
扶
植
ノ
上
ニ
少
ナ
カ
ラ
サ
ル
利
益
﹂
が
あ
る
と
述
べ
て
お
り
︑
領
事
ら
が
渡
瀬
の
科
学
的
思
想
︑
実
業
教
育
中
心
の
学
堂
運
営
方
針

に
賛
成
し
︑
特
に
農
科
教
育
に
よ
る
地
方
分
校
設
立
を
視
野
に
入
れ
︑
日
本
の
勢
力
扶
植
策
と
い
う
観
点
か
ら
評
価
し
た
こ
と
が
分
か
る
︒
普

通
科
に
は
小
学
科
卒
業
生
と
一
六
歳
以
上
の
青
年
︑
専
門
科
に
は
普
通
科
卒
業
生
を
入
学
さ
せ
る
と
規
定
し
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
︒
渡
瀬

は
小
学
科
か
ら
専
門
科
ま
で
一
系
統
を
作
り
︑
入
学
者
を
確
保
し
進
学
ル
ー
ト
を
確
立
し
た
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
︒

三
増
の
報
告
か
ら
卒
業
生
状
況
︵
普
通
科
の
み
︶
を
み
る
と
︑
第
一
回
二
名
︵
京
城
学
堂
助
教
員
︑
三
南
学
堂
教
員
︶
︑
第
二
回
六
名
︵
内
五
名
は
専

門
科
二
年
生
︑
一
名
は
他
の
学
校
在
籍
︶
︑
第
三
回
一
〇
名
︵
内
七
名
は
専
門
科
一
年
生
︑
一
名
は
京
仁
鉄
道
会
社
事
務
員
︶
で
教
員
や
進
学
者
が
多
く
を

占
め
て
お
り
︑
専
門
科
が
進
学
ル
ー
ト
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
が
分
か
る⑭
︒

︵
二
︶

商
工
科
開
設
と
三
部
制
確
立

海
外
教
育
会
で
も
︑
一
九
〇
〇
年
度
補
給
金
予
算
と
し
て
︑
京
城
・
三
南
両
学
堂
の
拡
張
・
整
備
の
ほ
か
︑
交
渉
中
の
京
城
貴
族
学
校
や
公

州
学
校
に
加
え
︑
大
邱
に
も
学
校
を
設
置
す
る
案
を
ま
と
め
︑
合
計
七
七
〇
〇
円
を
計
上
し
た
︒
そ
の
う
ち
三
～
四
〇
〇
〇
円
を
東
亜
同
文
会

に
頼
る
計
画
を
立
て
補
助
金
拡
大
を
要
請
し
た
が
︑
叶
わ
な
か
っ
た⑮
︒

一
九
〇
一
年
四
月
日
本
軍
慰
問
が
名
目
の
清
国
視
察
か
ら
戻
っ
た
押
川
は
︑
海
外
事
業
に
専
念
す
る
た
め
東
北
学
院
長
を
辞
職
し
た
︒
同
年

八
月
五
日
大
隈
重
信
が
会
長
を
引
き
受
け
る
な
ど
︑
本
部
は
事
業
拡
張
へ
組
織
体
制
を
整
備
し
た
︒
な
お
︑
渡
瀬
も
日
本
国
内
︑
特
に
大
阪
を

中
心
に
募
金
活
動
を
行
な
っ
た
︵
五
月
～
一
〇
月
︶
︒
と
こ
ろ
が
︑
当
初
の
計
画
を
修
正
し
韓
国
に
多
少
関
係
の
あ
る
会
社
並
び
に
個
人
に
絞
っ

て
寄
附
を
依
頼
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
︑
結
果
は
思
わ
し
く
な
か
っ
た
︵
﹇
写
真
﹈
参
照⑯
︶
︒

漢
城
に
戻
っ
た
渡
瀬
は
︑
林
公
使
に
補
助
金
増
額
を
相
談
し
︑
専
ら
商
工
科
開
設
の
準
備
に
取
り
組
ん
だ
︒
一
一
月
七
日
林
公
使
に
提
出
し
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[写真] 韓国京城学堂講師及学生総員

(『少年世界』博文館、8巻12号、1901年�月より転載)

た
﹁
京
城
学
堂
補
助
金
増
額
ニ
付
キ
請
願
﹂
に
よ
る
と
︑
簿
記
類
︑
経
済

初
歩
及
び
商
業
事
務
に
必
要
な
も
の
を
教
授
す
る
商
科
と
︑
測
量
並
び
に

鉄
道
に
関
す
る
必
要
な
事
項
を
簡
易
に
教
授
す
る
工
科
を
設
置
す
る
こ
と

で
︑
商
業
や
鉄
道
の
事
務
に
従
事
し
や
す
く
す
る
︒
雇
用
者
に
も
便
益
が

あ
る
こ
と
を
意
義
に
商
工
科
教
員
採
用
費
用
の
支
援
を
要
請
し
た
︒
こ
れ

に
応
じ
︑
林
公
使
は
外
務
省
へ
商
工
二
科
新
設
を
理
由
に
年
五
〇
〇
円
の

補
助
金
増
額
を
上
申
︵
一
五
日
︶
︑
一
九
〇
二
年
四
月
か
ら
の
増
額
が
決
ま

っ
た
︒
以
後
︑
外
務
省
か
ら
の
補
助
金
は
年
二
五
四
〇
円
で
学
堂
献
納
ま

で
金
額
の
変
動
は
な
い
︒
な
お
︑
増
額
決
定
よ
り
先
の
一
九
〇
一
年
一
二

月
渡
瀬
は
樋
口
喜
八
を
嘱
託
教
師
に
し
︑
商
工
科
授
業
を
開
始
し
た⑰
︒

一
九
〇
二
年
三
月
卒
業
生
の
一
人
︵
朴
成
圭
︶
が
龍
山
に
小
学
校
を
設

立
︑
一
一
月
新
聞
雑
誌
縦
覧
所
が
開
設
︑
幻
燈
会
も
開
催
さ
れ
る
な
ど
︑

学
堂
は
﹁
韓
国
日
語
学
校
中
最
も
盛
大
な
る
も
の
﹂
で
︑
﹁
明
治
三
十
三

年
よ
り
年
々
の
卒
業
生
は
或
は
官
衙
に
入
り
或
は
教
鞭
を
取
り
或
は
会
社

等
に
入
り
有
力
の
地
位
を
有
す
る
に
至
﹂
っ
た⑱
︒
一
九
〇
二
年
度
に
ほ
ぼ

学
堂
教
育
体
制
が
整
備
さ
れ
︑
一
九
〇
四
年
一
月
学
堂
は
小
学
科
︵
修
身
︑

読
書
︑
算
術
︑
日
語
会
話
︑
韓
語
︑
体
操
︑
唱
歌
︶
︑
普
通
科
︵
倫
理
︑
読
書
︑

算
術
︑
地
理
︑
歴
史
︑
理
科
︑
日
語
会
話
︑
体
操
︑
唱
歌
︶
︑
専
門
科
︵
倫
理
︑

読
書
︑
数
学
︑
地
理
︑
歴
史
︑
理
科
︑
英
語
︑
教
育
︑
農
業
︑
商
業
︑
体
操
︑
唱

26 (386)



歌
︶
の
三
部
制
で
教
育
が
行
わ
れ
た
︒
同
年
五
月
二
〇
日
の
卒
業
式
︵
一
二
人
卒
業
︶
に
は
韓
国
の
学
部
大
臣
︑
清
国
公
使
︑
林
公
使
︑
神
鞭
知

常
︑
野
津
中
佐
な
ど
一
〇
〇
余
名
が
参
席
し
︑
学
堂
を
視
察
し
た
恒
屋
盛
服
も
﹁
両
三
年
来
中
流
以
上
ノ
子
弟
多
数
ヲ
占
メ
筆
墨
紙
ノ
如
キ
ハ

給
与
ノ
必
要
ナ
ク
中
途
退
学
者
モ
甚
ダ
少
シ
﹂
と
︑
安
定
的
な
学
堂
の
様
子
を
述
べ
た⑲
︒

︵
三
︶

韓
国
政
府
へ
の
献
納

一
九
〇
二
年
三
月
一
〇
日
朝
鮮
協
会
は
朝
鮮
の
経
済
事
情
を
調
査
攻
究
し
︑
そ
の
利
源
を
開
発
し
日
韓
通
商
の
発
達
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

設
立
さ
れ
た⑳
︒
会
長
島
津
忠
済
︑
副
会
長
渋
沢
栄
一
︑
相
談
役
近
衛
篤
麿
・
大
隈
重
信
︑
理
事
押
川
方
義
な
ど
の
顔
ぶ
れ
で
あ
っ
た
︒
同
年
一

二
月
か
ら
翌
年
八
月
ま
で
押
川
︑
近
衛
︑
渋
沢
の
間
で
海
外
教
育
会
を
こ
の
朝
鮮
協
会
に
合
併
さ
せ
る
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
︒
押
川
は
海
外
教

育
会
の
み
な
ら
ず
﹁
同
文
会
の
朝
鮮
教
育
事
業
を
総
て
合
同
﹂
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
︑
近
衛
は
こ
れ
に
反
対
︑
渋
沢
は
﹁
先
以
海
外
教
育
会
の

み
合
併
﹂
さ
せ
た
い
と
︑
合
併
を
め
ぐ
っ
て
意
見
の
対
立
が
あ
り
︑
合
併
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た㉑
︒
学
堂
の
資
金
調
達
の
行
き
詰
ま
り
も
さ

り
な
が
ら
︑
海
外
教
育
会
首
脳
陣
が
多
く
関
与
し
た
朝
鮮
協
会
と
い
う
新
た
な
海
外
事
業
団
体
の
出
現
に
よ
り
︑
朝
鮮
教
育
事
業
全
体
の
統
合

を
図
る
︑
学
堂
運
営
と
は
別
問
題
か
ら
の
動
き
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒

一
方
︑
一
九
〇
三
年
一
一
月
本
部
首
脳
陣
は
︑
寄
附
勧
募
の
件
の
文
案
や
寄
附
者
向
後
収
入
金
の
見
込
書
を
作
成
す
る
な
ど
資
金
調
達
問
題

を
議
論
し
た㉒
︒
一
九
〇
四
年
一
二
月
に
は
︑
五
年
年
賦
で
寄
附
に
応
じ
た
個
人
や
法
人
か
ら
の
出
捐
最
終
期
限
が
近
づ
き
︑
学
堂
の
将
来
や
維

持
方
法
が
相
談
さ
れ
た㉓
︒

本
部
が
改
め
て
長
期
的
な
資
金
調
達
方
を
模
索
す
る
中
︑
学
堂
経
営
の
移
管
が
提
案
さ
れ
た
︒
一
九
〇
五
年
三
月
外
務
省
は
学
堂
を
韓
国
政

府
に
譲
渡
す
る
こ
と
を
提
案
し
た㉔
︒
こ
れ
に
先
立
ち
一
月
文
部
省
視
学
官
野
尻
精
一
が
韓
国
視
察
の
際
︑
﹁
日
本
語
学
校
経
費
ヲ
總
テ
韓
国
政

府
ノ
支
弁
ト
ス
ル
ノ
件
ニ
関
ス
ル
可
否
﹂
を
含
め
調
査
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
︑
日
本
政
府
が
日
語
学
校
の
経
費
を
韓
国
政
府
に
支
弁
さ
せ
る
事

を
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る㉕
︒
三
月
下
旬
に
は
押
川
や
巌
本
が
関
与
し
た
日
韓
同
志
組
合
の
韓
国
利
権
事
件
が
発
覚
し㉖
︑
押
川
ら
の
韓
国
事
業
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に
は
少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
渡
瀬
は
押
川
に
韓
国
貴
族
子
弟
の
た
め
の
学
校
設
立
計
画
を
放
棄
し
﹁
公
使
館
を
主
と
為
し

て
現
在
の
京
城
学
堂
を
皇
室
に
献
上
し
て
皇
室
直
轄
の
学
校
﹂
と
す
る
の
が
将
来
の
た
め
だ
と
の
意
見
を
出
し
た
︵
七
月
一
一
日㉗
︶
︒

八
月
学
政
参
与
官
幣
原
坦
か
ら
渡
瀬
堂
長
に
学
堂
運
営
の
善
後
策
が
相
談
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
経
営
移
管
の
動
き
は
現
実
化
し
て
い
く
︒

相
談
内
容
は
︑
目
賀
田
種
太
郎
韓
国
政
府
財
政
顧
問
の
下
に
多
数
の
韓
国
人
が
必
要
な
た
め
︑
﹁
京
城
学
堂
を
譲
り
受
け
其
れ
に
必
要
あ
る
学

校
を
新
設
し
て
時
勢
の
急
要
に
応
﹂
じ
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
︒
目
賀
田
顧
問
︑
林
公
使
︑
萩
原
守
一
︑
幣
原
坦
が
合
意
し
た
こ
の
提
案
に
対

し
︑
渡
瀬
は
財
政
顧
問
清
水
泰
吉
︵
第
一
銀
行
支
配
人
︶
と
話
し
合
い
︑
対
応
案
を
作
成
し
た
︒
渡
瀬
︑
清
水
が
考
え
た
最
善
策
は
︑
﹁
︵
一
︶
教

育
会
は
京
城
学
堂
を
韓
国
政
府
に
寄
附
す
る
事
︵
二
︶
皇
帝
並
に
韓
国
政
府
は
之
に
対
し
︵
海
外
教
育
会
並
に
京
城
学
堂
に
対
し
︶
そ
の
功
労
を

表
彰
慰
励
す
る
丈
け
の
手
段
を
取
る
事
︵
三
︶
職
員
は
一
応
解
任
の
上
採
用
す
る
事
﹂
と
い
う
功
労
表
彰
︑
職
員
の
採
用
保
証
を
条
件
に
し
た

内
容
だ
っ
た㉘
︒
八
月
末
に
は
早
く
も
学
堂
譲
渡
に
つ
い
て
交
渉
が
行
わ
れ
︑
渡
瀬
や
清
水
が
林
公
使
や
目
賀
田
顧
問
と
の
打
合
せ
も
終
え
︑
代

価
一
万
円
下
付
と
事
後
方
針
の
具
体
案
を
渋
沢
に
提
出
し
た㉙
︒

九
月
二
五
日
林
公
使
は
本
省
に
﹁
京
城
学
堂
ニ
関
ス
ル
件
﹂
を
提
出
し
︑
﹁
目
賀
田
顧
問
ノ
提
議
ニ
係
ル
農
業
ノ
智
識
ヲ
有
ス
ル
日
本
語
学

生
ヲ
多
数
ニ
養
成
ス
ル
ノ
件
ニ
関
シ
同
顧
問
及
幣
原
参
与
官
ノ
意
見
ヲ
確
メ
タ
ル
上
︑
京
城
学
堂
ヲ
以
テ
之
ニ
当
た
ラ
ン
ノ
儀
ヲ
認
﹂
め
た
と

し
た
上
で
︑
学
堂
評
議
員
も
同
意
し
た
﹁
京
城
学
堂
始
末
方
ノ
件
﹂
を
添
付
し
︑
外
務
省
の
賛
成
を
請
願
し
た㉚
︒
添
付
書
類
に
よ
る
と
︑
京
城

学
堂
は
学
堂
所
属
の
地
所
︑
建
物
︑
什
器
一
切
を
韓
国
政
府
に
寄
附
す
る
︑
韓
国
政
府
は
こ
れ
に
対
し
て
﹁
一
万
円
ヲ
下
賜
シ
記
念
財
団
ヲ
為

シ
︑
殖
利
法
ヲ
設
ケ
︑
韓
国
学
生
ノ
奨
励
其
他
教
育
公
然
事
業
ノ
資
金
ニ
充
﹂
て
る
と
し
て
い
る
︒
海
外
教
育
会
は
京
城
学
堂
経
営
か
ら
は
撤

退
す
る
が
︑
記
念
財
団
な
ど
の
運
営
を
通
し
て
朝
鮮
教
育
事
業
を
持
続
で
き
る
余
地
は
あ
っ
た
︒

同
日
︑
海
外
教
育
会
評
議
員
会
で
は
﹁
京
城
学
堂
存
廃
ノ
事
﹂
が
付
さ
れ
︑
小
村
寿
太
郎
外
務
大
臣
の
帰
朝
を
待
っ
て
事
実
確
認
の
上
で
決

め
る
と
︑
京
城
学
堂
経
営
の
決
着
は
先
延
ば
さ
れ
た㉛
が
︑
一
一
月
に
は
評
決
も
終
わ
り
︑
学
堂
を
韓
国
政
府
に
寄
附
す
る
た
め
の
書
面
の
原
案

も
作
成
さ
れ
た㉜
︒
日
露
戦
争
が
終
結
し
︑
他
の
日
語
学
校
と
同
様
︑
学
堂
在
籍
者
数
が
増
加
す
る
中
で
の
決
定
で
あ
っ
た
︒
一
一
月
一
七
日
第
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二
次
日
韓
協
約
に
よ
り
学
生
一
〇
〇
余
名
が
﹁
退
学
ノ
申
出
ヲ
ナ
シ
タ
ル
由㉝
﹂
と
し
た
場
面
も
あ
っ
た
が
︑
内
部
資
料
に
言
及
は
な
い
︒
一
二

月
二
一
日
韓
国
統
監
府
が
設
置
さ
れ
︑
翌
年
二
月
開
庁
︑
初
代
統
監
伊
藤
博
文
が
赴
任
す
る
︒

一
九
〇
六
年
四
月
一
六
日
学
堂
の
引
渡
し
が
決
ま
り
︑
二
八
日
統
監
府
か
ら
一
万
円
下
賜
︑
三
〇
日
引
渡
作
業
が
完
了
し
た
︒
そ
の
後
︑
渡

瀬
は
農
科
を
拡
張
す
る
口
約
だ
っ
た
の
に
﹁
第
二
日
語
学
校
と
改
称
し
寧
し
ろ
縮
小
せ
ん
と
す
る
は
実
に
献
納
の
趣
旨
を
無
視
﹂
し
て
い
る
と

不
満
を
露
わ
に
し
︑
﹁
一
万
円
を
返
却
し
献
納
の
趣
旨
書
を
却
下
せ
し
め
茲
に
全
く
献
納
を
取
り
消
す
事
﹂
に
す
る
の
は
如
何
か
と
押
川
に
意

見
を
求
め
る
︵
五
月
一
三
日㉞
︶
︒
結
局
︑
京
城
学
堂
は
︑
六
月
一
四
日
学
部
令
第
一
九
号
﹁
官
立
漢
城
第
二
日
語
学
校
﹂
に
変
わ
り
︑
八
月
二
七

日
勅
令
第
四
〇
号
﹁
学
部
直
轄
学
校
及
公
立
学
校
官
制
﹂
に
基
づ
き
官
立
漢
城
日
語
学
校
へ
合
併
さ
れ
る
︒
ち
な
み
に
︑
京
城
学
堂
農
科
生
徒

は
農
林
学
校
に
吸
収
さ
れ
た㉟
︒
同
年
六
月
は
三
土
忠
造
が
学
政
参
与
官
に
就
任
し
︑
九
月
﹁
普
通
学
校
令
﹂
施
行
以
後
︑
必
須
科
目
と
し
て
本

格
的
に
日
本
語
教
育
が
始
ま
る
︒

渡
瀬
は
学
堂
献
納
に
よ
っ
て
農
業
教
育
の
拡
充
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
期
待
し
た
た
め
︑
官
立
日
語
学
校
へ
の
合
併
が
確
定
す
る
と
韓
国
を
去

る
こ
と
を
決
心
し
た㊱
︒
渡
瀬
が
京
城
学
堂
の
役
割
を
日
本
語
教
育
よ
り
も
実
業
教
育
に
求
め
た
姿
勢
の
表
れ
で
あ
っ
た
︒
一
九
〇
五
年
四
月

﹃
独
習
日
語
雑
誌
﹄
︵
同
年
一
二
月
ま
で
八
号
発
行
︶
と
い
う
日
本
語
普
及
用
の
雑
誌
が
京
城
学
堂
内
の
日
語
雑
誌
社
か
ら
創
刊
さ
れ
た
︒
著
作

兼
編
集
者
は
渡
瀬
で
あ
り
︑
日
本
語
教
育
を
学
校
設
立
で
は
な
く
雑
誌
と
い
う
媒
体
で
試
み
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る㊲
︒
更
な
る
史
料
の
発
掘

が
要
求
さ
れ
る
が
︑
渡
瀬
は
︑
京
城
学
堂
の
役
割
を
日
本
語
普
及
よ
り
も
実
業
教
育
に
向
け
︑
単
な
る
日
本
語
使
用
能
力
の
養
成
を
学
堂
教
育

と
は
別
で
模
索
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
︒
な
お
︑
本
部
が
京
城
学
堂
献
納
の
代
価
一
万
円
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
︒

従
来
︑
学
堂
の
経
営
移
管
に
つ
い
て
︑
東
亜
同
文
会
が
同
会
傘
下
の
学
校
と
京
城
学
堂
を
一
括
し
て
統
監
府
に
移
管
さ
せ
た
と
し
て
︑
同
会

が
学
堂
に
対
し
て
強
い
影
響
力
を
行
使
し
た
根
拠
と
さ
れ
て
き
た
が
︑
目
賀
田
顧
問
や
林
公
使
ら
在
韓
日
本
人
官
僚
の
考
案
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
︒
東
亜
同
文
会
の
事
業
報
告
で
は
同
会
の
主
導
権
を
強
調
し
た
記
述
も
多
く
︑
か
な
り
割
り
引
い
て
読
む
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る㊳
︒
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①

一
八
九
九
年
八
月
一
四
日
京
城
学
堂
評
議
員
宛
副
会
長
押
川
﹃
書
簡
集
二
﹄
︒

②

渡
瀬
常
吉
︵
一
八
六
七
年
生
︑
本
籍
熊
本
︶
は
︑
大
江
義
塾
で
修
学
︑
小
学
校

教
員
や
熊
本
英
学
校
教
師
︑
本
郷
教
会
伝
道
師
︑
福
島
日
本
基
督
教
会
牧
師
︑
一

八
九
九
年
九
月
～
一
九
〇
六
年
京
城
学
堂
堂
長
︑
帰
国
後
神
戸
教
会
牧
師
︑
一
九

一
〇
年
～
二
一
年
日
本
組
合
基
督
教
会
朝
鮮
伝
道
部
主
任
で
朝
鮮
に
派
遣
さ
れ
る

︵
﹃
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
﹄
教
文
館
︑
一
九
八
八
年
︶
︒

③

小
島
の
視
察
で
全
州
に
設
置
確
定
︑
李
完
用
が
命
名
︵
一
八
九
九
年
一
〇
月
二

八
日
本
多
宛
小
島
﹃
書
簡
集
三
﹄
︶
︑
小
島
は
帰
朝
後
本
多
に
京
城
学
堂
へ
の
復
帰

を
相
談
し
た
も
の
の
︑
渡
瀬
の
堂
長
就
任
が
決
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
︑
新
設
予
定

の
学
堂
へ
派
遣
す
る
こ
と
で
調
整
さ
れ
た
︒
三
南
学
堂
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た

い
︒

④

一
八
九
九
年
九
月
二
〇
日
押
川
宛
渡
瀬
﹃
書
簡
集
二
﹄
︒

⑤

渡
瀬
は
京
城
学
堂
の
み
で
は
﹁
人
心
或
は
倦
む
の
恐
れ
も
有
之
︑
日
本
の
人
心

に
訴
ふ
る
に
は
大
計
画
を
立
て
て
大
運
動
す
る
方
﹂
が
よ
い
と
し
︑
学
堂
を
中
心

と
し
て
八
道
に
及
ぼ
す
大
策
を
立
て
﹁
朝
鮮
に
於
け
る
教
育
の
権
を
凡
て
茲
に

集
﹂
め
た
い
と
考
え
た
︒
韓
国
経
営
の
一
大
計
画
︵
農
科
設
置
に
よ
る
地
方
分
校

開
設
︑
京
城
市
内
に
学
堂
附
属
小
学
校
設
置
︑
貴
族
学
校
創
設
︶
と
日
本
国
内
の

募
金
方
法
を
具
体
的
に
提
言
し
︑
京
釜
鉄
道
敷
設
に
合
わ
せ
て
本
部
が
運
動
す
れ

ば
成
功
す
る
と
主
張
し
た
︵
一
八
九
九
年
一
二
月
二
六
日
本
多
宛
渡
瀬
﹃
書
簡
集

三
﹄
︑
同
年
一
二
月
二
七
日
押
川
宛
渡
瀬
︑
前
同
︑
一
九
〇
〇
年
二
月
五
日
片
岡

宛
渡
瀬
﹃
書
簡
集
四
﹄
︶
︒

⑥

一
八
九
九
年
一
二
月
一
日
押
川
宛
渡
瀬
︑
本
多
宛
渡
瀬
﹃
書
簡
集
三
﹄
︒

⑦

白
井
暢
明
﹁
北
海
道
同
志
教
育
会
︵
学
田
農
場
︶
と
遠
軽
教
会
に
お
け
る
キ
リ

ス
ト
教
的
開
拓
者
精
神
﹂
﹃
名
寄
市
立
大
学
紀
要
﹄
一
巻
︑
二
〇
〇
七
年
︒

⑧

一
八
九
九
年
一
二
月
二
六
日
本
多
宛
渡
瀬
﹃
書
簡
集
三
﹄
︒

⑨

一
九
〇
〇
年
二
月
一
三
日
片
岡
宛
渡
瀬
︑
三
月
一
〇
日
押
川
宛
渡
瀬
﹃
書
簡
集

四
﹄
︒

⑩

﹁
一
八
九
九
年
九
月
二
七
日
押
川
・
本
多
宛
佐
々
木
清
麿
﹂
︑
﹁
同
年
一
二
月
二

五
日
本
多
宛
佐
々
木
﹂
﹃
書
簡
集
三
﹄
︒
一
九
〇
〇
年
三
月
学
堂
評
議
会
会
長
林
権

助
︑
評
議
員
山
座
円
次
郎
︑
野
津
鎮
武
︑
佐
々
木
清
麿
︑
中
村
再
造
︑
藤
井
友
吉
︑

乾
長
次
郎
︑
信
夫
淳
平
︑
槇
原
正
道
︑
国
分
象
太
郎
︑
隠
岐
敬
次
郎
︑
菊
池
謙
譲

︵
﹁
一
九
〇
〇
年
三
月
五
日
片
岡
宛
渡
瀬
﹂
別
紙
﹃
書
簡
集
四
﹄
︶
︒

⑪

註
⑧
︑
一
九
〇
〇
年
一
月
四
日
本
多
宛
渡
瀬
﹃
書
簡
集
四
﹄
︒

⑫

﹁
明
治
三
二
年
度
京
城
学
堂
報
告
﹂
︵
﹁
一
九
〇
〇
年
三
月
五
日
片
岡
宛
渡
瀬
﹂

別
紙
﹃
書
簡
集
四
﹄
︶
︒

⑬

前
掲
﹁
京
城
ニ
於
ケ
ル
韓
人
ノ
教
育
就
中
外
国
語
学
ノ
状
況
ニ
関
シ
在
京
城
領

事
ヨ
リ
報
告
ノ
件
明
治
三
十
三
年
六
月
﹂
︒

⑭

一
九
〇
一
年
四
月
二
七
日
加
藤
高
明
外
相
宛
京
城
領
事
三
増
久
米
吉
﹁
公
信
第

五
七
号
京
城
学
堂
ノ
近
況
﹂
﹃
補
助
﹄
︒

⑮

前
掲
﹃
近
衛
篤
麿
日
記
第
二
巻
﹄
︑
五
二
六
頁
︒

⑯

松
本
重
太
郎
︑
村
山
龍
平
︑
鴻
池
兵
左
衛
門
︑
住
友
吉
左
衛
門
︑
藤
田
伝
三
郎
︑

土
居
通
夫
な
ど
に
会
っ
た
が
確
約
者
は
少
な
か
っ
た
︵
一
九
〇
一
年
九
月
二
六
日

片
岡
宛
渡
瀬
﹃
書
簡
集
七
﹄
︶
︒
な
お
︑
同
時
期
﹃
少
年
世
界
﹄
で
は
﹇
写
真
﹈

﹁
韓
国
京
城
学
堂
講
師
及
学
生
総
員
﹂
を
掲
載
し
︑
学
堂
の
盛
ん
な
様
子
を
紹
介

し
た
う
え
で
︑
記
者
は
﹁
此
有
望
な
学
堂
へ
聊
か
力
を
添
へ
る
の
も
︑
我
々
同
胞

の
義
務
で
は
あ
る
ま
い
か
﹂
と
呼
び
か
け
た
が
︑
こ
れ
ら
の
訴
え
が
国
内
募
金
と

し
て
成
果
を
上
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒

⑰

一
九
〇
一
年
一
一
月
七
日
林
公
使
宛
渡
瀬
﹁
京
城
学
堂
補
助
金
増
額
ニ
付
キ
請

願
﹂
﹃
補
助
﹄
︑
同
年
一
一
月
一
五
日
小
村
寿
太
郎
外
相
宛
林
公
使
﹁
機
密
第
一
二

四
号
京
城
学
堂
補
助
金
増
額
件
ニ
付
上
申
﹂
同
前
︑
﹁
一
九
〇
一
年
一
二
月
一
四

日
片
岡
宛
渡
瀬
﹂
﹃
書
簡
集
七
﹄
︒

⑱

一
九
〇
二
年
六
月
二
七
日
押
川
宛
渡
瀬
﹃
書
簡
集
八
﹄
︑
﹁
東
亜
同
文
会
の
清
韓

教
育
事
業
﹂
﹃
東
京
朝
日
新
聞
﹄
︵
同
年
一
〇
月
三
〇
日
︶
︑
﹁
広
告
京
城
学
堂
附
属

新
聞
雑
誌
縦
覧
所
﹂
﹃
帝
国
新
聞
﹄
︵
同
年
一
二
月
一
八
日
︶
︑
﹃
大
韓
帝
国
官
員
履
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歴
七
冊
﹄
︵
韓
国
国
史
編
纂
所
所
蔵
︶
︒

⑲

﹁
京
城
学
堂
近
状
﹂
﹁
朝
鮮
に
於
け
る
事
業
﹂
﹃
東
亜
同
文
会
報
告
﹄
︵
五
〇
号
︑

一
九
〇
四
年
一
月
一
日
︶
︑
﹁
京
城
学
堂
卒
業
式
﹂
﹃
戦
時
画
報
﹄
︵
一
二
号
︑
同
年

六
月
一
〇
日
︶
︑
﹁
韓
国
視
察
報
告
﹂
﹃
東
亜
同
文
会
報
告
﹄
︵
五
九
号
︑
同
年
一
〇

月
二
五
日
︶
︒

⑳

波
多
野
勝
﹁
朝
鮮
協
会
の
基
礎
的
研
究
﹂
﹃
政
治
経
済
史
学
﹄
一
八
七
号
︑
一

九
八
一
年
︒

㉑

﹁
一
九
〇
三
年
六
月
二
九
日
︑
八
月
二
七
日
押
川
宛
渋
沢
﹂
﹃
書
簡
集
九
﹄
︑
前

掲
﹃
近
衛
篤
麿
日
記
第
五
巻
﹄
二
四
一
︑
二
四
六
頁
︒

㉒

授
業
料
徴
収
も
提
案
さ
れ
る
︵
﹃
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
別
巻
第
三
書
簡
一
﹄
一

九
六
七
年
︑
二
九
〇

二
九
四
頁
︶
︒

㉓

一
九
〇
四
年
一
二
月
一
〇
日
押
川
宛
渋
沢
﹃
書
簡
集
十
﹄
︒

㉔

一
九
〇
五
年
三
月
二
九
日
押
川
宛
渡
瀬
﹃
書
簡
集
十
一
﹄
︒

㉕

こ
の
時
点
で
︵
釜
山
︶
開
成
学
校
︑
︵
釜
山
鎮
︶
同
上
分
校
︑
︵
東
莱
︶
日
語
学

校
︑
︵
密
陽
︶
開
昌
学
校
︑
︵
馬
山
︶
開
進
学
校
︑
︵
統
営
︶
日
本
語
学
校
︑
︵
開

城
︶
開
城
学
堂
︑
︵
江
景
︶
韓
南
学
堂
︑
︵
光
州
︶
実
業
学
校
︑
︵
漢
城
︶
京
城
学

堂
︑
︵
仁
川
︶
仁
川
外
国
語
学
校
︑
︵
元
山
︶
源
興
学
校
が
日
本
政
府
の
補
助
を
受

け
︑
︵
大
邱
︶
達
城
学
校
︑
︵
平
壌
︶
日
語
学
校
︑
群
山
に
小
学
校
韓
人
教
育
部
が

日
韓
の
寄
附
を
受
け
て
い
た
︵
一
九
〇
五
年
一
月
一
七
日
林
公
使
宛
小
村
寿
太
郎

外
相
﹁
機
密
送
第
七
号
野
尻
視
学
官
渡
韓
ノ
件
﹂
﹃
韓
国
︵
朝
鮮
︶
ニ
於
ケ
ル
学

校
関
係
雑
件
︵
補
助
金
支
出
之
件
︶
第
二
巻
﹄
外
交
史
料
館
所
蔵
︶
︒

㉖

韓
国
利
権
事
件
は
︑
一
九
〇
四
年
日
露
戦
争
の
最
中
に
日
本
国
内
で
憲
兵
に
逮

捕
さ
れ
た
韓
国
人
李
逸
︵
世
︶
稙
が
︑
﹁
日
韓
同
志
組
合
代
表
者
た
る
押
川
方
義
﹂

ら
と
韓
国
宮
内
大
臣
李
載
克
と
の
間
で
成
立
調
印
さ
れ
た
二
三
件
の
利
権
譲
渡
に

関
す
る
契
約
書
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
発
覚
し
た
国
際
問
題
︒
荒
蕪
地
の
開
墾

や
塩
︑
砂
糖
︑
石
油
の
官
売
権
な
ど
の
利
権
を
押
川
ら
に
譲
渡
す
る
内
容
で
︑
林

公
使
の
反
対
と
外
務
省
の
圧
力
に
よ
っ
て
計
画
は
頓
挫
し
た
︵
藤
前
掲
書
︑
三
二

三
頁
︒
一
九
〇
五
年
三
月
二
四
日
林
公
使
宛
小
村
外
相
﹁
機
密
第
二
八
号
日
韓
同

志
組
合
に
関
す
る
警
視
総
監
報
告
書
送
付
の
件
﹂
の
他
︑
外
交
史
料
館
所
蔵
︶
︒

㉗

一
九
〇
五
年
七
月
一
一
日
押
川
宛
渡
瀬
﹃
書
簡
集
十
一
﹄
︒
韓
国
で
は
貴
族
の

勢
力
が
強
く
︑
そ
の
子
弟
の
た
め
に
貴
族
学
校
を
新
設
す
る
計
画
が
一
八
九
九
年

本
部
か
ら
持
ち
か
け
ら
れ
︑
一
九
〇
〇
年
度
計
画
に
も
設
置
案
が
含
ま
れ
て
い
た
︒

㉘

一
九
〇
五
年
八
月
二
九
日
押
川
宛
渡
瀬
︑
同
前
︒

㉙

一
九
〇
五
年
八
月
三
一
日
押
川
宛
渡
瀬
︑
同
前
︒
教
師
は
平
山
橘
二
︵
一
九
〇

三
年
一
二
月
宇
津
木
勢
八
の
後
任
で
採
用
︶
︑
柳
永
櫕
︵
東
京
物
理
学
校
修
業
生
︶
︑

李
殷
徳
︑
趙
重
桓
︑
尹
泰
重
︵
熊
本
農
学
校
卒
業
生
︶
︑
助
手
朴
正
奐
︑
洪
気
旋
︒

㉚

一
九
〇
五
年
九
月
二
五
日
桂
太
郎
外
相
宛
林
公
使
﹁
第
一
六
二
号
京
城
学
堂
ニ

関
ス
ル
件
﹂
﹃
補
助
﹄
︒

㉛

一
九
〇
五
年
九
月
二
五
日
︑
九
月
二
九
日
︑
一
〇
月
二
七
日
付
渋
沢
栄
一
日
記

︵
前
掲
﹃
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
第
二
十
七
巻
﹄
八
四
頁
︶
︒

㉜

一
九
〇
五
年
一
一
月
二
一
日
押
川
宛
渋
沢
﹃
書
簡
集
十
一
﹄
︒

㉝

一
九
〇
五
年
一
一
月
二
一
日
林
公
使
宛
韓
国
政
府
警
務
顧
問
警
視
丸
山
重
俊

﹁
顧
警
第
九
三
号
韓
国
皇
帝
の
病
患
と
法
官
養
成
所
生
徒
及
京
城
学
堂
学
生
の
排

日
運
動
な
ど
動
静
に
関
す
る
件
﹂
﹃
駐
韓
日
本
公
使
館
記
録
二
四
巻
﹄
︒

㉞

一
九
〇
六
年
五
月
一
三
日
押
川
宛
渡
瀬
﹃
書
簡
集
十
二
﹄
︒

㉟

一
九
〇
六
年
八
月
三
〇
日
﹁
農
務
ニ
関
シ
韓
国
政
府
ト
交
涉
事
項
﹂
﹃
統
監
府

文
書
第
一
巻
﹄
︒

㊱

一
九
〇
六
年
六
月
二
五
日
押
川
宛
渡
瀬
﹃
書
簡
集
十
二
﹄
︒

㊲

허
재
영
﹁
근
대

계
몽
기

일
본
어

보
급

정
책
과

京
城
学
堂
의

﹃
독
습

일
어

잡
지
﹄
﹂
﹃
東
洋
学
﹄
檀
国
大
学
校
東
洋
学
研
究
院
︑
五
三
輯
︑
二
〇
一
三
年
二
月
︒

㊳

稲
葉
前
掲
書
︑
一
六
八
頁
︒
﹁
韓
国
学
校
統
監
府
引
継
﹂
﹃
東
亜
同
文
会
報
告
﹄

七
七
号
︑
一
九
〇
六
年
四
月
二
六
日
︒

近代日本における民間団体の朝鮮教育事業と支援基盤（鄭）
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お

わ

り

に

本
稿
の
目
的
は
︑
俄
館
播
遷
直
後
か
ら
統
監
府
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
の
時
期
に
首
都
漢
城
で
運
営
さ
れ
た
京
城
学
堂
を
通
し
て
︑
当
時
日
本

の
民
間
団
体
に
よ
る
朝
鮮
教
育
事
業
の
中
身
と
支
援
基
盤
を
究
明
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
︒
以
下
︑
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
整
理
す
る
︒

一
つ
目
は
︑
学
堂
運
営
資
金
の
調
達
過
程
と
そ
の
変
化
で
あ
る
︒
学
堂
の
経
常
費
は
︑
一
八
九
六
年
か
ら
一
八
九
八
年
ま
で
本
部
送
金
︵
創

設
当
時
月
五
〇
円
︑
そ
の
後
の
増
額
不
明
︶
と
外
務
省
機
密
費
︵
一
八
九
六
年
八
月
分
よ
り
︑
月
一
〇
〇
円
︶
の
二
本
柱
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
︒
一

八
九
九
年
か
ら
は
︑
韓
国
政
府
補
助
金
︵
年
三
六
〇
元
︑
二
五
一
円
相
当
︶
と
東
亜
同
文
会
補
助
金
︵
年
一
二
〇
〇
円
︶
が
加
わ
り
︑
一
九
〇
六
年

四
月
官
営
化
さ
れ
る
ま
で
四
つ
の
資
金
源
が
あ
っ
た
︒
韓
国
政
府
と
東
亜
同
文
会
の
支
援
額
は
変
動
が
な
か
っ
た
の
に
対
し
︑
外
務
省
か
ら
の

下
付
金
は
公
使
ら
の
度
重
な
る
要
請
に
よ
っ
て
一
九
〇
二
年
四
月
以
降
年
二
五
四
〇
円
に
ま
で
増
額
さ
れ
た
︒
大
日
本
海
外
教
育
会
か
ら
の
資

金
は
︑
学
堂
評
議
員
か
ら
﹁
少
額
を
出
し
て
本
部
呼
ば
は
り
は
片
腹
痛
し
﹂
と
批
判
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
少
額
で
︑
学
堂
の
運

営
資
金
は
外
務
省
機
密
費
へ
の
依
存
が
高
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
︒

先
行
研
究
で
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
学
堂
運
営
資
金
調
達
問
題
か
ら
︑
①
大
日
本
海
外
教
育
会
の
財
政
支
援
の
不
振
︑
②
小
島
今
朝
次
郎

堂
長
や
駐
韓
公
使
の
活
動
︑
③
外
務
省
の
出
資
に
対
す
る
消
極
的
な
姿
勢
︑
④
一
八
九
九
年
学
堂
運
営
上
の
転
機
︑
⑤
長
期
的
な
資
金
調
達
方

の
不
備
を
明
ら
か
に
し
た
︒

二
つ
目
は
︑
教
育
体
制
と
内
容
の
変
化
で
あ
る
︒
小
島
今
朝
次
郎
堂
長
期
の
学
堂
は
︑
日
本
語
や
朝
鮮
語
で
普
通
学
を
教
え
る
普
通
科
の
他

に
︑
漢
文
科
・
特
別
科
︵
日
本
語
速
成
︶
を
運
営
し
︑
年
齢
な
ど
に
よ
る
入
学
制
限
は
設
け
ず
︑
堂
内
に
光
武
協
会
を
設
立
す
る
ほ
ど
教
師
・

学
生
の
社
会
活
動
に
も
開
放
的
だ
っ
た
︒
学
堂
評
議
会
の
監
督
の
下
で
運
営
体
制
を
築
い
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
渡
瀬
常
吉

は
堂
長
就
任
早
々
か
ら
学
堂
事
業
を
日
本
人
植
民
策
と
直
接
関
連
づ
け
︑
学
堂
は
附
属
小
学
・
普
通
科
・
専
門
科
の
三
部
制
の
教
育
体
制
に
推

移
し
︑
実
業
教
育
に
重
点
︵
特
に
農
科
︶
を
置
い
て
い
っ
た
︒
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教
育
内
容
の
変
化
に
対
し
︑
渡
瀬
ら
は
以
前
の
﹁
普
通
学
﹂
の
知
識
が
学
生
を
政
治
運
動
に
走
ら
せ
た
と
﹁
反
省
﹂
し
︑
科
学
的
思
想
︑
実

業
教
育
に
よ
る
自
活
独
立
の
精
神
涵
養
を
教
育
目
標
に
掲
げ
た
︒
ど
の
よ
う
な
教
育
が
望
ま
し
い
の
か
は
︑
学
堂
経
営
を
支
援
す
る
日
本
人
の

要
望
を
考
慮
し
た
も
の
で
︑
そ
の
内
容
は
確
実
に
韓
国
の
植
民
地
化
を
志
向
し
た
も
の
で
あ
っ
た
︒
本
稿
で
は
︑
教
育
制
度
を
規
定
す
る
堂
則
︑

京
城
学
堂
評
議
員
会
規
則
な
ど
初
出
史
料
を
通
し
︑
教
育
運
営
実
態
と
構
想
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒

三
つ
目
︑
学
堂
経
営
移
管
の
経
緯
で
あ
る
︒
大
日
本
海
外
教
育
会
も
韓
国
現
地
学
堂
運
営
陣
の
活
動
と
成
果
を
日
本
国
内
の
募
金
や
事
業
拡

大
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
た
も
の
の
︑
地
方
有
力
者
の
取
り
込
み
や
︑
財
界
か
ら
の
持
続
的
な
資
金
調
達
体
制
づ
く
り
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
︒

そ
し
て
︑
学
堂
運
営
の
移
管
は
︑
一
九
〇
五
年
八
月
目
賀
田
顧
問
を
は
じ
め
と
す
る
在
韓
日
本
人
官
僚
が
発
案
し
︑
実
質
的
に
は
学
堂
運
営
陣

が
作
成
し
た
対
策
案
を
官
僚
ら
が
受
け
入
れ
る
形
で
︑
韓
国
政
府
︵
事
実
上
︑
統
監
府
︶
へ
の
献
納
が
決
ま
っ
た
︒
献
納
後
に
官
立
漢
城
第
二
日

語
学
校
に
変
換
さ
れ
た
こ
と
は
︑
学
生
に
農
業
知
識
に
関
す
る
教
育
を
施
す
と
考
え
た
献
納
発
案
者
や
︑
こ
の
献
納
が
学
堂
の
実
質
的
な
拡
張

と
み
た
渡
瀬
堂
長
ら
の
思
惑
と
は
異
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
︒
こ
の
一
連
の
過
程
は
東
亜
同
文
会
事
業
の
一
環
と
し
て
の
処
置
で
は
な
か
っ
た
︒

京
城
学
堂
は
︑
創
設
か
ら
移
管
に
至
る
ま
で
現
地
運
営
陣
と
居
留
官
民
の
積
極
的
な
活
動
を
基
盤
に
し
て
い
た
︒
外
務
省
か
ら
最
も
早
く
補

助
金
を
受
け
︑
学
堂
を
運
営
し
て
い
っ
た
が
︑
こ
の
背
景
に
は
彼
ら
の
活
動
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
︒
本
稿
で
は
︑
多
く
の
ア
ク
タ
ー
を
視
野
に

入
れ
て
分
析
す
る
こ
と
で
︑
同
時
期
日
本
の
海
外
教
育
事
業
の
動
向
を
多
角
的
に
検
証
す
る
こ
と
を
試
み
た
︒
そ
の
結
果
︑
大
日
本
海
外
教
育

会
の
脆
弱
さ
を
背
景
に
︑
学
堂
の
運
営
や
支
援
に
か
か
わ
っ
た
人
々
の
思
惑
と
活
動
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒

京
城
学
堂
と
い
う
教
育
事
業
を
媒
介
に
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
役
割
を
模
索
し
た
一
部
の
キ
リ
ス
ト
教
界
の
重
鎮
や
︑
居
留
官
民
︑
財
界

人
︑
日
本
政
府
︵
外
務
省
︶
の
思
惑
が
交
差
し
変
化
す
る
中
で
︑
学
堂
の
役
目
は
︑
日
本
の
勢
力
維
持
・
韓
国
人
の
懐
柔
・
日
本
文
化
移
植
か

ら
植
民
や
韓
国
経
営
へ
と
う
つ
っ
た
の
で
あ
る
︒
押
川
ら
の
大
日
本
海
外
教
育
会
発
起
や
教
育
事
業
の
意
図
は
︑
ア
ジ
ア
主
義
や
日
本
政
府
の

大
陸
政
策
を
背
景
に
出
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
︑
日
本
国
内
か
ら
の
支
援
が
不
足
か
つ
不
安
定
な
状
況
の
も
と
︑
現
地
運
営
陣
は
独
自
の
維

持
策
を
講
じ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
︒
こ
の
活
動
の
中
で
韓
国
人
の
懐
柔
や
韓
国
経
営
な
ど
居
留
官
民
が
必
要
と
す
る
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
教
育
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事
業
と
し
て
学
堂
の
役
割
が
強
調
・
調
整
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
︒

従
来
︑
大
日
本
海
外
教
育
会
の
教
育
事
業
推
進
過
程
へ
の
研
究
が
薄
く
︑
学
堂
運
営
拡
張
計
画
が
頓
挫
す
る
こ
と
へ
の
視
座
が
乏
し
い
ま
ま
︑

東
邦
協
会
や
東
亜
同
文
会
と
の
つ
な
が
り
︑
政
財
界
の
後
援
が
強
調
あ
る
い
は
前
提
と
さ
れ
て
き
た
︒
と
こ
ろ
が
︑
同
会
は
全
国
で
賛
助
者
募

集
運
動
を
行
い
︑
地
方
に
募
金
拠
点
を
設
け
︑
そ
れ
ら
を
基
盤
に
教
育
事
業
を
行
お
う
と
し
た
団
体
で
あ
っ
た
も
の
の
︑
こ
れ
ら
の
計
画
の
試

行
錯
誤
か
ら
中
央
の
政
財
界
人
の
賛
助
で
し
か
事
業
維
持
の
道
を
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
︒
キ
リ
ス
ト
教
界
・
政
財
界
人
の
強
い
後
押
し
や
日
本

政
府
の
朝
鮮
政
策
と
し
て
教
育
事
業
へ
の
確
固
た
る
支
援
が
あ
っ
た
と
も
言
い
難
い
︒
ア
ジ
ア
進
出
を
基
調
に
す
る
東
邦
協
会
や
東
亜
同
文
会

な
ど
の
団
体
と
類
似
し
た
社
会
的
・
政
治
的
性
格
を
も
っ
て
い
た
が
︑
外
務
省
や
東
亜
同
文
会
か
ら
の
補
助
金
は
京
城
学
堂
と
い
う
特
定
の
事

業
に
限
ら
れ
た
︒
そ
れ
ゆ
え
か
︑
一
九
一
三
年
不
安
定
に
数
年
間
運
営
さ
れ
た
三
南
学
堂
の
廃
校
・
処
分①
と
共
に
同
会
は
自
然
消
滅
し
た
︒
同

会
の
組
織
化
の
試
行
錯
誤
か
ら
︑
当
時
の
日
本
で
は
民
間
団
体
が
募
金
運
動
を
通
し
て
広
く
社
会
に
賛
助
者
を
え
て
︑
韓
国
に
お
け
る
教
育
事

業
を
持
続
で
き
る
ほ
ど
の
底
力
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
︒

な
お
︑
学
生
や
朝
鮮
人
教
員
の
活
動
な
ど
不
明
な
点
は
依
然
と
し
て
多
く
︑
外
務
省
や
公
使
館
か
ら
の
学
校
補
助
基
準
︑
駐
韓
公
使
ら
の
教

育
観
︑
公
使
交
替
や
新
た
な
海
外
事
業
団
体
の
影
響
︑
統
監
府
の
教
育
政
策
と
い
わ
れ
る
﹁
模
範
教
育
﹂
と
の
関
係
は
更
な
る
追
究
が
必
要
で

あ
る
︒
今
後
の
課
題
に
し
た
い
︒

①

一
九
一
三
年
一
二
月
八
日
押
川
方
義
宛
三
矢
次
郎
が
﹃
書
簡
集
﹄
最
後
の
史
料

︵
﹃
書
簡
集
十
三
﹄
︶
︒

︹
付
記
︺
本
稿
は
︑
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
一
九
期
第
三
研
究
︵
二
〇
一
六
～
二
〇
一
八
年
度
︶
の
嘱
託
研
究
員
︵
社
外
︶
と
し
て
行
っ
た
研
究

の
一
部
で
あ
る
︒
ま
た
投
稿
後
︑
教
育
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
京
都
第
四
四
回
研
究
例
会
︵
二
〇
一
九
年
九
月
︶
に
お
い
て
︑
本
研
究
の
内
容
を
発
表
し
た
︒
貴

重
な
ご
意
見
を
く
だ
さ
っ
た
両
研
究
会
の
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒

︵
同
志
社
女
子
大
学
嘱
託
講
師
︶

34 (394)



The Foundation of Support for the Private Korean Education Project

in Modern Japan, Focusing on the Foundation and

Management of Keijō Gakudō

by

JUNG Hyunju

Keijō Gakudō was founded in April 1896 in Kanjō (Seoul) by the Dainippon

Kaigai Kyōikukai (The Great Japan Overseas Education Association). Its aim

was to provide general education to Koreans in both the Japanese and

Korean language. This “Japanese school,” which lasted for more than 10

years, has been regarded as a successful case due to the support of

politicians and businesspeople and the influence of the Tōa Dōbunkai (East

Asian Shared Culture Association).

This paper investigates the founding and management of the school,

examining the previously overlooked activities of Kojima Kesajirō and local

managers, as well as the support of the Japanese in Korea, and in Japan.

The study has revealed: 1) the weaknesses of the headquarters, 2)

activities of the administrators and Japanese officials in Korea, 3) the

reluctance of the Ministry of Foreign Affairs to provide financial support, 4)

changes in educational policy and attitudes of the managers, and 5) the

process of the transfer to the Korea government.

The schoolʼs role changed from maintaining Japanese power, placating

Koreans, and transplanting Japanese culture, to colonization and

management of the Korea economy, confirming Koreaʼs status as a colony of

Japan. However, it was difficult to establish a base of social support for

overseas educational projects by private organizations, and the Japanese

government had not established firm policies. Thus, Japanʼs imperialism was

multifaceted at the time.

Key Words ; Keijō Gakudō，Dainippon Kaigai Kyōikukai (The Great Japan

Overseas Education Association)，Japanese School，

The Korean Education Project, Activities of Japanese in Korea
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